


　
「
小
変
」と「
大
変
」の
区
別
は
、何
も「
経

営
の
世
界
」
だ
け
で
は
な
い
。「
改
善
制
度
」

に
お
い
て
も
、
両
者
の
「
区
別
」
お
よ
び
「
使

い
分
け
」
が
必
要
だ
。

　

現
在
の
「
日
本
の
改
善
制
度
」
は
、
も
っ

ぱ
ら
「
小
変
＝
小
さ
く
変
え
る
＝
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

野
球
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
狙
う
の
で
な
く
、

「
ヒ
ッ
ト
」を
積
み
重
ね
て
、ま
た
は
、「
ヒ
ッ

ト
」
と
「
盗
塁
」
の
「
組
み
合
わ
せ
」
で
得
点

す
る
よ
う
な
も
の
。

　

し
か
し
、

「
ヒ
ッ
ト
で
い
い
」

「
と
に
か
く
出
塁
せ
よ
」

―
―

と
言
っ
て
も
、
時
々
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

２
塁
打
・
３
塁
打
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、「
小
変
主
体
」
の
改
善
活
動
で

も
、
タ
マ
に
だ
が
、
効
果
の
大
き
な
「
中
変
」

や
「
大
変
」
も
出
て
く
る
。

　

そ
れ
ら「
サ
イ
ズ
の
異
な
る
も
の
」を「
ひ

と
つ
の
基
準
」
で
対
処
す
る
と
、
様
々
な
不

都
合
や
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
最
近
は
「
改
善
制
度
」
に
関
す

る「
規
定
・
運
営
」に
お
い
て
も
、主
流
の「
小

変
」
と
、
例
外
と
し
て
の
「
中
変
＆
大
変
」

を
左
頁
の
対
比
表
の
如
く
、
分
け
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
大
変
」
と
「
小
変
」
の
違
い
を
感
覚
で
と

ら
え
る
に
は
、改
善
制
度
に
お
け
る「
奨
金
・

賞
金
額
」
の
比
較
が
わ
か
り
易
い
。

　
「
小
変
に
対
す
る
奨
金
額
」
は
、

＊「
気
楽
に
・
払
え
る
」

＊「
気
楽
に
・
受
け
取
れ
る
」

―
―

と
い
う
観
点
か
ら
現
在
の
物
価
感
覚

で
だ
い
た
い
「
２
０
０
円
か
ら
千
円
」
く
ら

い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
変
の
賞
金
額
」
は

最
低
で
も
一
万
円
以
上
。
上
限
は
各
社
の
規

定
に
よ
っ
て
、
マ
チ
マ
チ
だ
が
、
実
際
の
支

払
い
実
績
は
、
せ
い
ぜ
い
数
十
万
円
程
度
だ

ろ
う
。

　
「
百
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
報
賞
金
」
は
、

も
は
や
「
改
善
制
度
の
枠
」
を
超
え
る
も
の

で
あ
る
。

☆

　
「
中
変
」
は
、「
小
変
」
と
「
大
変
」
の
中
間

と
考
え
れ
ば
い
い
。
た
と
え
ば
、「
小
変
」
と

「
大
変
」
に
対
す
る
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

＊
奨
金
（
小
変
）＝（
２
０
０
円
〜
千
円
）

＊
賞
金
（
大
変
）＝（
１
万
円
〜
百
万
円
）

―
―

と
し
て
い
る
が
、「
中
変
」
に
対
す
る

金
額
は
、
そ
の
中
間
ゆ
え
、
だ
い
た
い
（
１

５
０
０
円
〜
１
万
円
・
未
満
）
く
ら
い
。

　

日
本
の
「
本
格
的
な
改
善
活
動
」
は
、
戦

後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
「
ア
メ
リ
カ
型
の
提

案
制
度
」（Suggestion System

）
の
導
入

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
規
定
」
な
ど
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
、
英
語
の
「Rew

ard

」
は
「
賞
金
」

と
訳
さ
れ
た
。
こ
の
用
語
に
代
表
さ
れ
る

「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
の
基
本
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
は

＊「
ア
イ
デ
ア
」
を
「
買
い
取
る
」

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
評
価

＊「
効
果
」
に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
」

―
―

と
い
う
も
の
。

　

つ
ま
り
、「
賞
金
額
」は「
買
い
取
り
価
格
」

の
よ
う
な
も
の
。
ま
た
、「
提
案
の
審
査
」
は

そ
の
「
値
決
め
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、「
ア
メ
リ
カ
型
提
案
制
度
」

は
「
日
本
の
企
業
風
土
」
に
、
あ
ま
り
馴
染

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
ず
つ
「
日

本
型
の
提
案
制
度
」
へ
、
そ
し
て
、
現
在
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
「
実
施
型
の
改
善
制

度
」
へ
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
「
大
き
な
違
い
」
は
、
ア
メ
リ
カ
型

で
は
、
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
「
小
変
＝

小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
を
高

く
評
価
す
る
こ
と
。
ま
さ
し
く
「
日
本
的
な

制
度
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。

☆

　

過
渡
期
に
は
、「
賞
金
＝Rew

ard

」
と
い

う
用
語
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
「
奨
金
＝Recognition

」
と
い

う
言
葉
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
語
で
は
、「
発
音
が
同
じ
も
の
」
は
、

似
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
意
味
合
い
）
が
、

多
い
の
で
、「
奨
金
」
と
「
賞
金
」
も
、
そ
れ

ほ
ど
、「
意
識
的
な
区
別
」
が
な
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
改
善
制
度
に
お
け
る
「
小
変
」
と

「
大
変
」
へ
の
取
り
組
み
を
「
使
い
分
け
る
」

な
ら
、
こ
の
「
２
つ
の
用
語
」
も
「
明
確
な

使
い
分
け
」
が
勧
め
ら
れ
る
。

☆

　
「
賞
金
＝Rew

ard

」
は
、
昔
の
提
案
制
度

つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
で
の

用
語
で
、「
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
」

に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
＝
払
い
戻
し
」

で
あ
る
。

　

一
方
、「
奨
金
＝Recognition

」
は
、「
社

員
の
改
善
の
取
り
組
み
」
を
奨
励
す
る
も

の
。
改
善
に
対
す
る
「
意
欲
＆
能
力
」
を
推

進
・
促
進
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
、「
教
育

投
資
」
の
位
置
づ
け
。

　
「
奨
金
＝Recognition

」は「
小
変
＝
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
」
に
対
す
る
も
の
ゆ
え
、「
厳

密
な
審
査
」
は
不
要
。
一
次
審
査
は
「
直
属

上
司
」
に
よ
る
「
即
決
・
方
式
」
で
充
分
。

　
「
簡
単
な
改
善
」
ま
で
、
ワ
ザ
ワ
ザ
、「
詳

細
な
審
査
基
準
表
」
を
使
い
、
厳
密
に
審
査

す
る
ほ
ど
「
ム
ダ
な
こ
と
」
は
な
い
。

　
「
ム
ダ
」は
即
座
に「
や
め
る
」の
が
改
善
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
在
、
多
く
の
会
社
で
は
、「
小

変
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
は
「
奨
金
＝

Recognition

」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

＊「
即
決
・
審
査
方
式
」

＊「
簡
単
な
審
査
基
準
の
適
用
」

＊「
直
属
上
司
に
よ
る
一
次
審
査
」

―
―

が
な
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
「
改
善
制
度
」
に
お
け
る

＊「
大
変
＝
改
革
＝
賞
金
」

＊「
小
変
＝
改
善
＝
奨
金
」

―
―

の
「
違
い
」
を
、
わ
か
り
易
く
言
え
ば
、

◎「
大
変
＝
会
社
の
た
め
」

◎「
小
変
＝
自
分
の
た
め
」

―
―

と
い
う
こ
と
だ
。

　

昔
の
「
業
務
改
善
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
に
は
、

「
改
善
活
動
の
目
的
」
と
し
て
、

＊「
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
」

＊「
業
務
の
効
率
化
」

＊「
生
産
性
の
向
上
」

＊「
品
質
の
向
上
」

―
―

な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
「
会
社
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
」
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。

　

要
す
る
に
、「
会
社
の
・
た
め
」、
つ
ま
り

＊「
会
社
を
良
く
す
る
・
た
め
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
・
た
め
」

―
―

で
あ
っ
た
。

　
「
終
身
雇
用
」
の
時
代
は
、「
会
社
の
た
め

に
な
る
」
こ
と
は
、
社
員
に
と
っ
て
も
昇
給

な
ど
「
自
分
の
た
め
」
に
も
な
っ
た
。

　

だ
が
、
現
在
の
よ
う
に
「
派
遣
」
や
「
パ
ー

ト
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
職
場
で
は
、

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
の
改
善
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
た
め
の
改
善
」

―
―

な
ど
「
何
の
説
得
力
」
も
持
た
な
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、

◎「
快
適
化
」

◎「
や
り
易
化
」

◎「
ラ
ク
ち
ん
化
」

◎「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
、「
自
分
の
た
め
の
改
善
」
や
「
自

分
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
な
ら
ば
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

人
間
は
、「
自
分
に
得
な
こ
と
」
な
ら
、
強

制
さ
れ
な
く
て
も
自
分
か
ら
や
る
。
自
分
に

と
っ
て
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
改
善
」
な
ら
、

「
意
欲
的
な
取
り
組
み
」
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
社
員
が
、「
自
分
の
た
め
に
、

自
分
の
仕
事
」
の

＊「
快
適
化
」

＊「
や
り
易
化
」

＊「
ラ
ク
ち
ん
化
」

＊「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
の
「
改
善
」
を
意
欲
的
に
や
れ
ば
、

そ
の
「
結
果
」
と
し
て
、

＊「
遅
れ
ナ
イ
化
」

＊「
迷
わ
ナ
イ
化
」

＊「
間
違
え
ナ
イ
化
」

＊「
モ
タ
つ
か
ナ
イ
化
」

―
―

な
ど
に
、
つ
な
が
り
、

◎「
効
率
化
」

◎「
不
良
低
減
」

◎「
ロ
ス
削
減
」

◎「
品
質
向
上
」

◎「
生
産
性
向
上
」

◎「
顧
客
満
足
の
増
大
」

―
―

な
ど
、
会
社
に
も
「
充
分
な
メ
リ
ッ
ト
」

を
も
た
ら
し
、「
会
社
の
た
め
」
に
も
な
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
「
結
果
」
に
過
ぎ
な
い
。
今

日
の
「
改
善
活
動
の
主
・
目
的
」
は
、
あ
く

ま
で
も
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
。

☆

　

左
の
「
改
善
の
方
程
式
＆
定
石
の
一
覧
」

は
、
各
人
が
「
自
分
の
仕
事
」
の
「
問
題
」
に

気
づ
き
、「
改
善
案
」
を
考
え
る
た
め
の

「
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
問
題
点
」
は
、

す
べ
て
「
社
員
に
と
っ
て
の
問
題
」、
即
ち

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
」
で
あ
る
。

　

こ
の
一
覧
か
ら
も
、
今
日
の
改
善
活
動
は

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
＝
不
快
・
不
安
・

不
都
合
・
不
安
全―

―

」を
解
決
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
結
果
」
と
し
て
、「
会
社
の

た
め
」
に
も
な
る
こ
と
も―

―

。

「改善の極意」とは何か？
「手っとり早い改善ノウハウ」を習得し、
「自分の仕事の改善」に手っとり早く
「活用する」には、どうすればいいか。

「モノゴトを極める」には、
「比べて・みる」のが有効。たとえば、
「他の土地」に住んで、初めて、
「故郷の良さ」がわかってくるように。

「大変」と「小変」を
「対比・比較」しながら、
「改善の極意」を探ってみよう。

小さく変える

大きく変える

「大変」「小変」とと

探るから

「改善の極意」を
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て
、「
運
搬
の
手
段
・
方
法
」の「
使
い
分
け
」

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
と
同
様
に
、「
仕
事
の
や
り
方
」
も

「
問
題
の
大
き
さ
」
に
よ
っ
て
、「
対
処
法
」

の
「
使
い
分
け
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
「
小
変
＝
改
善
」
は
「
現
実
直
視
」
か
ら
、

ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
と
り
あ
え
ず
、

「
デ
キ
る
こ
と
」
か
ら
着
手
。

　

そ
し
て
、

「
や
っ
て
、
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

―
―

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
の
「
デ
キ
る

こ
と
」
を
積
み
重
ね
て
い
く
。

　

こ
れ
が

「
改
善
＝C

ontinuous Im
provem

ent

」、

「
継
続
的
・
進
歩
の
積
み
重
ね
」、
つ
ま
り
、

「
連
続
・
改
善
」
と
い
う
考
え
方
だ
。

☆　

　

一
方
、「
大
変
＝
改
革
」は「
目
標
・
指
向
」

　

改
善
と
は
「
小
変
」。
つ
ま
り
、「
仕
事
の

や
り
方
」
の
「
小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
」
で
あ
る―

―

と
説
明
す
る
と
、
た

ち
ど
こ
ろ
に
、

「
そ
ん
な
チ
マ
チ
マ
し
た
こ
と
・
ば
か
り
で

い
い
の
か
。
も
っ
と
、
根
本
的
＆
抜
本
的
な

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
」

―
―

と
い
っ
た
反
論
が
出
て
く
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
チ
マ
チ
マ
し
た
こ
と
・
ば

か
り
」
で
い
い
訳
が
な
い
。「
健
全
な
経
営
」

や
「
よ
り
良
い
仕
事
」
に
は
、

＊「
小
変
・
だ
け
」
で
な
く
、

＊「
大
変
」＝「
大
き
な
変
更
」

＊「
中
変
」＝「
中
く
ら
い
の
変
更
」

―
―

も
必
要
だ
。

　

だ
が
、「
大
変
な
こ
と
」
は
、
簡
単
に
は
デ

キ
な
い
。「
大
き
な
変
更
」
に
は
「
大
き
な
リ

ス
ク
」
が
伴
う
。
ま
た
、「
多
大
な
時
間
・
手

間
・
費
用
」
も
か
か
る
。
ゆ
え
に
、「
大
変
な

こ
と
」
は
計
画
的
に
、
じ
っ
く
り
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
を
慎
重
に
、
計
画
的
に
、

じ
っ
く
り
や
っ
て
い
た
の
で
は
、
手
っ
と
り

早
い
対
応
が
デ
キ
な
い
。
そ
こ
で
「
問
題
の

サ
イ
ズ
」
に
よ
っ
て
、
対
応
方
法
の
「
選
択
・

使
い
分
け
」
が
必
要
と
な
る
。

　
「
我
々
の
仕
事
」
に
は
「
大
き
な
問
題
」
も

あ
れ
ば
、「
中
く
ら
い
の
問
題
」
も
あ
る
。
さ

ら
に
、「
小
さ
な
問
題
」
も
あ
る
。

　
「
大
き
な
荷
物
」
の
運
搬
に
は
「
大
型
ト

ラ
ッ
ク
」
が
必
要
だ
。
し
か
し
、「
小
さ
な
荷

物
」
を
「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
」
で
運
ぶ
の
は
、

ま
っ
た
く
の
ム
ダ
。

　

そ
ん
な
も
の
は
、「
小
型
ト
ラ
ッ
ク
」
で

充
分
だ
。「
も
っ
と
小
さ
い
荷
物
」
な
ら
ば
、

「
バ
イ
ク
」
や
「
自
転
車
」
で
い
い
。
逆
に
、

自
転
車
や
バ
イ
ク
で
、「
大
き
な
荷
物
」
を

運
ぶ
の
は
ム
リ
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
荷
物
の
サ
イ
ズ
」
に
よ
っ

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
マ
ズ
、
最
初
に
、

「
何
を
目
指
す
べ
き
か
」

「
何
を
達
成
す
べ
き
か
」

―
―

と
い
う
「
目
標
・
設
定
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
。

　

こ
の
時
、
け
っ
し
て
「
と
り
あ
え
ず
」
と

言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
必
ず
、

「
要
す
る
に
、
何
を
目
指
す
べ
き
か
」

「
要
す
る
に
、
何
を
達
成
す
べ
き
か
」

―
―

と
「
現
実
の
枝
葉
」
を
切
り
払
い
、「
目

標
の
根
幹
」
を
明
確
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
う
で
な
い
と
、
現
実
の
制
約
に
直
面
す

る
と
、
つ
い
つ
い
「
と
り
あ
え
ず
の
対
策
」

に
な
っ
て
し
ま
う
。
す
る
と
、「
当
初
の
目

的
」
を
見
失
っ
て
、
腰
砕
け
に
な
る
。
そ
れ

で
は
「
大
変
な
こ
と
」
は
、
と
う
て
い
「
実

施
↓
達
成
」
で
き
な
い
。　

　

何
を
す
る
の
に
も
、
こ
の
世
で
は
「
カ
ネ
」

が
い
る
。
だ
が
、
実
際
は
、

「
カ
ネ
が
足
り
ナ
イ
」

「
充
分
な
カ
ネ
が
な
い
」

―
―

と
い
う
の
が
現
実
だ
。
そ
の
よ
う
な
場

合
、
ど
う
す
べ
き
か
。

　
「
大
変
の
実
現
」
を
目
指
す
な
ら
ば
、

「
貯
金
を
す
る
」

「
出
資
を
募
る
」

「
銀
行
か
ら
借
り
る
」

―
―

な
ど
「
必
要
な
条
件
」
を
整
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
は
、
す
ぐ
デ
キ
る
こ
と
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
計
画
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

一
方
、「
小
変
＝
改
善
」
は
、「
手
っ
と
り

早
い
実
施
」
を
重
視
す
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の

よ
う
な
「
回
り
く
ど
い
」
こ
と
は
し
な
い
。

「
カ
ネ
」
が
な
け
れ
ば
、

＊「
カ
ネ
を
か
け
ナ
イ
方
法
」

＊「
カ
ネ
を
か
け
ず
に
済
む
方
法
」

―
―

を
考
え
る
。

た
と
え
ば
、

「
あ
り
あ
わ
せ
の
材
料
を
使
う
」

「
廃
品
・
廃
物
を
活
用
す
る
」

「
使
っ
て
な
い
機
材
を
使
う
」

「
必
要
な
も
の
を
拝
借
す
る
」

―
―

な
ど
。

　

こ
の
方
法
な
ら
、
ス
グ
、
即
座
に
着
手
で

き
る
。
こ
れ
が
「
小
変
＝
改
善
」
が

＊「
手
間
」
を
、
か
け
ず
、

＊「
カ
ネ
」
を
、
か
け
ず
、

＊「
知
恵
」
を
出
す

―
―

と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
こ
の
方
法
」
で
は
あ
ま
り

「
た
い
し
た
こ
と
」
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

「
成
果
の
大
き
さ
」
よ
り
も
、
と
に
か
く
、

手
っ
と
り
早
い
・
実
施
」
を
重
視
す
る
の
が

「
小
変
＝
改
善
」
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
変
＝
改
革
」
は
、

「
手
っ
と
り
早
さ
」
で
は
な
く
、
な
に
よ
り
も

「
大
き
な
成
果
」
を
重
視
す
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、「
あ
り
合
わ
せ
の
材
料
」

や
「
と
り
あ
え
ず
の
方
法
」
な
ど
で
は
な
く
、

じ
っ
く
り
と
「
必
要
条
件
」
を
整
え
な
が
ら

「
最
適
の
方
法
」
で
「
最
大
の
成
果
」
を
追
求

す
る
。

　
「
小
変
」と「
大
変
」の
区
別
は
、何
も「
経

営
の
世
界
」
だ
け
で
は
な
い
。「
改
善
制
度
」

に
お
い
て
も
、
両
者
の
「
区
別
」
お
よ
び
「
使

い
分
け
」
が
必
要
だ
。

　

現
在
の
「
日
本
の
改
善
制
度
」
は
、
も
っ

ぱ
ら
「
小
変
＝
小
さ
く
変
え
る
＝
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

野
球
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
狙
う
の
で
な
く
、

「
ヒ
ッ
ト
」を
積
み
重
ね
て
、ま
た
は
、「
ヒ
ッ

ト
」
と
「
盗
塁
」
の
「
組
み
合
わ
せ
」
で
得
点

す
る
よ
う
な
も
の
。

　

し
か
し
、

「
ヒ
ッ
ト
で
い
い
」

「
と
に
か
く
出
塁
せ
よ
」

―
―

と
言
っ
て
も
、
時
々
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

２
塁
打
・
３
塁
打
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、「
小
変
主
体
」
の
改
善
活
動
で

も
、
タ
マ
に
だ
が
、
効
果
の
大
き
な
「
中
変
」

や
「
大
変
」
も
出
て
く
る
。

　

そ
れ
ら「
サ
イ
ズ
の
異
な
る
も
の
」を「
ひ

と
つ
の
基
準
」
で
対
処
す
る
と
、
様
々
な
不

都
合
や
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
最
近
は
「
改
善
制
度
」
に
関
す

る「
規
定
・
運
営
」に
お
い
て
も
、主
流
の「
小

変
」
と
、
例
外
と
し
て
の
「
中
変
＆
大
変
」

を
左
頁
の
対
比
表
の
如
く
、
分
け
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
大
変
」
と
「
小
変
」
の
違
い
を
感
覚
で
と

ら
え
る
に
は
、改
善
制
度
に
お
け
る「
奨
金
・

賞
金
額
」
の
比
較
が
わ
か
り
易
い
。

　
「
小
変
に
対
す
る
奨
金
額
」
は
、

＊「
気
楽
に
・
払
え
る
」

＊「
気
楽
に
・
受
け
取
れ
る
」

―
―

と
い
う
観
点
か
ら
現
在
の
物
価
感
覚

で
だ
い
た
い
「
２
０
０
円
か
ら
千
円
」
く
ら

い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
変
の
賞
金
額
」
は

最
低
で
も
一
万
円
以
上
。
上
限
は
各
社
の
規

定
に
よ
っ
て
、
マ
チ
マ
チ
だ
が
、
実
際
の
支

払
い
実
績
は
、
せ
い
ぜ
い
数
十
万
円
程
度
だ

ろ
う
。

　
「
百
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
報
賞
金
」
は
、

も
は
や
「
改
善
制
度
の
枠
」
を
超
え
る
も
の

で
あ
る
。

☆

　
「
中
変
」
は
、「
小
変
」
と
「
大
変
」
の
中
間

と
考
え
れ
ば
い
い
。
た
と
え
ば
、「
小
変
」
と

「
大
変
」
に
対
す
る
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

＊
奨
金
（
小
変
）＝（
２
０
０
円
〜
千
円
）

＊
賞
金
（
大
変
）＝（
１
万
円
〜
百
万
円
）

―
―

と
し
て
い
る
が
、「
中
変
」
に
対
す
る

金
額
は
、
そ
の
中
間
ゆ
え
、
だ
い
た
い
（
１

５
０
０
円
〜
１
万
円
・
未
満
）
く
ら
い
。

　

日
本
の
「
本
格
的
な
改
善
活
動
」
は
、
戦

後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
「
ア
メ
リ
カ
型
の
提

案
制
度
」（Suggestion System

）
の
導
入

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
規
定
」
な
ど
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
、
英
語
の
「Rew

ard

」
は
「
賞
金
」

と
訳
さ
れ
た
。
こ
の
用
語
に
代
表
さ
れ
る

「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
の
基
本
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
は

＊「
ア
イ
デ
ア
」
を
「
買
い
取
る
」

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
評
価

＊「
効
果
」
に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
」

―
―

と
い
う
も
の
。

　

つ
ま
り
、「
賞
金
額
」は「
買
い
取
り
価
格
」

の
よ
う
な
も
の
。
ま
た
、「
提
案
の
審
査
」
は

そ
の
「
値
決
め
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、「
ア
メ
リ
カ
型
提
案
制
度
」

は
「
日
本
の
企
業
風
土
」
に
、
あ
ま
り
馴
染

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
ず
つ
「
日

本
型
の
提
案
制
度
」
へ
、
そ
し
て
、
現
在
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
「
実
施
型
の
改
善
制

度
」
へ
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
「
大
き
な
違
い
」
は
、
ア
メ
リ
カ
型

で
は
、
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
「
小
変
＝

小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
を
高

く
評
価
す
る
こ
と
。
ま
さ
し
く
「
日
本
的
な

制
度
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。

☆

　

過
渡
期
に
は
、「
賞
金
＝Rew

ard

」
と
い

う
用
語
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
「
奨
金
＝Recognition

」
と
い

う
言
葉
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
語
で
は
、「
発
音
が
同
じ
も
の
」
は
、

似
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
意
味
合
い
）
が
、

多
い
の
で
、「
奨
金
」
と
「
賞
金
」
も
、
そ
れ

ほ
ど
、「
意
識
的
な
区
別
」
が
な
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
改
善
制
度
に
お
け
る
「
小
変
」
と

「
大
変
」
へ
の
取
り
組
み
を
「
使
い
分
け
る
」

な
ら
、
こ
の
「
２
つ
の
用
語
」
も
「
明
確
な

使
い
分
け
」
が
勧
め
ら
れ
る
。

☆

　
「
賞
金
＝Rew

ard

」
は
、
昔
の
提
案
制
度

つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
で
の

用
語
で
、「
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
」

に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
＝
払
い
戻
し
」

で
あ
る
。

　

一
方
、「
奨
金
＝Recognition

」
は
、「
社

員
の
改
善
の
取
り
組
み
」
を
奨
励
す
る
も

の
。
改
善
に
対
す
る
「
意
欲
＆
能
力
」
を
推

進
・
促
進
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
、「
教
育

投
資
」
の
位
置
づ
け
。

　
「
奨
金
＝Recognition

」は「
小
変
＝
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
」
に
対
す
る
も
の
ゆ
え
、「
厳

密
な
審
査
」
は
不
要
。
一
次
審
査
は
「
直
属

上
司
」
に
よ
る
「
即
決
・
方
式
」
で
充
分
。

　
「
簡
単
な
改
善
」
ま
で
、
ワ
ザ
ワ
ザ
、「
詳

細
な
審
査
基
準
表
」
を
使
い
、
厳
密
に
審
査

す
る
ほ
ど
「
ム
ダ
な
こ
と
」
は
な
い
。

　
「
ム
ダ
」は
即
座
に「
や
め
る
」の
が
改
善
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
在
、
多
く
の
会
社
で
は
、「
小

変
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
は
「
奨
金
＝

Recognition

」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

＊「
即
決
・
審
査
方
式
」

＊「
簡
単
な
審
査
基
準
の
適
用
」

＊「
直
属
上
司
に
よ
る
一
次
審
査
」

―
―

が
な
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
「
改
善
制
度
」
に
お
け
る

＊「
大
変
＝
改
革
＝
賞
金
」

＊「
小
変
＝
改
善
＝
奨
金
」

―
―

の
「
違
い
」
を
、
わ
か
り
易
く
言
え
ば
、

◎「
大
変
＝
会
社
の
た
め
」

◎「
小
変
＝
自
分
の
た
め
」

―
―

と
い
う
こ
と
だ
。

　

昔
の
「
業
務
改
善
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
に
は
、

「
改
善
活
動
の
目
的
」
と
し
て
、

＊「
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
」

＊「
業
務
の
効
率
化
」

＊「
生
産
性
の
向
上
」

＊「
品
質
の
向
上
」

―
―

な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
「
会
社
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
」
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。

　

要
す
る
に
、「
会
社
の
・
た
め
」、
つ
ま
り

＊「
会
社
を
良
く
す
る
・
た
め
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
・
た
め
」

―
―

で
あ
っ
た
。

　
「
終
身
雇
用
」
の
時
代
は
、「
会
社
の
た
め

に
な
る
」
こ
と
は
、
社
員
に
と
っ
て
も
昇
給

な
ど
「
自
分
の
た
め
」
に
も
な
っ
た
。

　

だ
が
、
現
在
の
よ
う
に
「
派
遣
」
や
「
パ
ー

ト
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
職
場
で
は
、

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
の
改
善
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
た
め
の
改
善
」

―
―

な
ど
「
何
の
説
得
力
」
も
持
た
な
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、

◎「
快
適
化
」

◎「
や
り
易
化
」

◎「
ラ
ク
ち
ん
化
」

◎「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
、「
自
分
の
た
め
の
改
善
」
や
「
自

分
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
な
ら
ば
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

人
間
は
、「
自
分
に
得
な
こ
と
」
な
ら
、
強

制
さ
れ
な
く
て
も
自
分
か
ら
や
る
。
自
分
に

と
っ
て
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
改
善
」
な
ら
、

「
意
欲
的
な
取
り
組
み
」
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
社
員
が
、「
自
分
の
た
め
に
、

自
分
の
仕
事
」
の

＊「
快
適
化
」

＊「
や
り
易
化
」

＊「
ラ
ク
ち
ん
化
」

＊「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
の
「
改
善
」
を
意
欲
的
に
や
れ
ば
、

そ
の
「
結
果
」
と
し
て
、

＊「
遅
れ
ナ
イ
化
」

＊「
迷
わ
ナ
イ
化
」

＊「
間
違
え
ナ
イ
化
」

＊「
モ
タ
つ
か
ナ
イ
化
」

―
―

な
ど
に
、
つ
な
が
り
、

◎「
効
率
化
」

◎「
不
良
低
減
」

◎「
ロ
ス
削
減
」

◎「
品
質
向
上
」

◎「
生
産
性
向
上
」

◎「
顧
客
満
足
の
増
大
」

―
―

な
ど
、
会
社
に
も
「
充
分
な
メ
リ
ッ
ト
」

を
も
た
ら
し
、「
会
社
の
た
め
」
に
も
な
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
「
結
果
」
に
過
ぎ
な
い
。
今

日
の
「
改
善
活
動
の
主
・
目
的
」
は
、
あ
く

ま
で
も
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
。

☆

　

左
の
「
改
善
の
方
程
式
＆
定
石
の
一
覧
」

は
、
各
人
が
「
自
分
の
仕
事
」
の
「
問
題
」
に

気
づ
き
、「
改
善
案
」
を
考
え
る
た
め
の

「
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
問
題
点
」
は
、

す
べ
て
「
社
員
に
と
っ
て
の
問
題
」、
即
ち

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
」
で
あ
る
。

　

こ
の
一
覧
か
ら
も
、
今
日
の
改
善
活
動
は

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
＝
不
快
・
不
安
・

不
都
合
・
不
安
全―

―

」を
解
決
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
結
果
」
と
し
て
、「
会
社
の

た
め
」
に
も
な
る
こ
と
も―

―

。

「
小
変
」は「
現
実
直
視
」か
ら

「
大
変
」は「
目
標
設
定
」か
ら

小変中変

大変

問題のサイズ によって

手段・方法 選択→使い分けの

【
経
営
】＆【
改
善
】に
お
け
ると            

の
比
較

「
小
変
」

「
大
変
」
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て
、「
運
搬
の
手
段
・
方
法
」の「
使
い
分
け
」

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
と
同
様
に
、「
仕
事
の
や
り
方
」
も

「
問
題
の
大
き
さ
」
に
よ
っ
て
、「
対
処
法
」

の
「
使
い
分
け
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
「
小
変
＝
改
善
」
は
「
現
実
直
視
」
か
ら
、

ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
と
り
あ
え
ず
、

「
デ
キ
る
こ
と
」
か
ら
着
手
。

　

そ
し
て
、

「
や
っ
て
、
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

―
―

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
の
「
デ
キ
る

こ
と
」
を
積
み
重
ね
て
い
く
。

　

こ
れ
が

「
改
善
＝C

ontinuous Im
provem

ent

」、

「
継
続
的
・
進
歩
の
積
み
重
ね
」、
つ
ま
り
、

「
連
続
・
改
善
」
と
い
う
考
え
方
だ
。

☆　

　

一
方
、「
大
変
＝
改
革
」は「
目
標
・
指
向
」

　

改
善
と
は
「
小
変
」。
つ
ま
り
、「
仕
事
の

や
り
方
」
の
「
小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
」
で
あ
る―

―

と
説
明
す
る
と
、
た

ち
ど
こ
ろ
に
、

「
そ
ん
な
チ
マ
チ
マ
し
た
こ
と
・
ば
か
り
で

い
い
の
か
。
も
っ
と
、
根
本
的
＆
抜
本
的
な

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
」

―
―

と
い
っ
た
反
論
が
出
て
く
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
チ
マ
チ
マ
し
た
こ
と
・
ば

か
り
」
で
い
い
訳
が
な
い
。「
健
全
な
経
営
」

や
「
よ
り
良
い
仕
事
」
に
は
、

＊「
小
変
・
だ
け
」
で
な
く
、

＊「
大
変
」＝「
大
き
な
変
更
」

＊「
中
変
」＝「
中
く
ら
い
の
変
更
」

―
―

も
必
要
だ
。

　

だ
が
、「
大
変
な
こ
と
」
は
、
簡
単
に
は
デ

キ
な
い
。「
大
き
な
変
更
」
に
は
「
大
き
な
リ

ス
ク
」
が
伴
う
。
ま
た
、「
多
大
な
時
間
・
手

間
・
費
用
」
も
か
か
る
。
ゆ
え
に
、「
大
変
な

こ
と
」
は
計
画
的
に
、
じ
っ
く
り
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
を
慎
重
に
、
計
画
的
に
、

じ
っ
く
り
や
っ
て
い
た
の
で
は
、
手
っ
と
り

早
い
対
応
が
デ
キ
な
い
。
そ
こ
で
「
問
題
の

サ
イ
ズ
」
に
よ
っ
て
、
対
応
方
法
の
「
選
択
・

使
い
分
け
」
が
必
要
と
な
る
。

　
「
我
々
の
仕
事
」
に
は
「
大
き
な
問
題
」
も

あ
れ
ば
、「
中
く
ら
い
の
問
題
」
も
あ
る
。
さ

ら
に
、「
小
さ
な
問
題
」
も
あ
る
。

　
「
大
き
な
荷
物
」
の
運
搬
に
は
「
大
型
ト

ラ
ッ
ク
」
が
必
要
だ
。
し
か
し
、「
小
さ
な
荷

物
」
を
「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
」
で
運
ぶ
の
は
、

ま
っ
た
く
の
ム
ダ
。

　

そ
ん
な
も
の
は
、「
小
型
ト
ラ
ッ
ク
」
で

充
分
だ
。「
も
っ
と
小
さ
い
荷
物
」
な
ら
ば
、

「
バ
イ
ク
」
や
「
自
転
車
」
で
い
い
。
逆
に
、

自
転
車
や
バ
イ
ク
で
、「
大
き
な
荷
物
」
を

運
ぶ
の
は
ム
リ
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
荷
物
の
サ
イ
ズ
」
に
よ
っ

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
マ
ズ
、
最
初
に
、

「
何
を
目
指
す
べ
き
か
」

「
何
を
達
成
す
べ
き
か
」

―
―

と
い
う
「
目
標
・
設
定
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
。

　

こ
の
時
、
け
っ
し
て
「
と
り
あ
え
ず
」
と

言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
必
ず
、

「
要
す
る
に
、
何
を
目
指
す
べ
き
か
」

「
要
す
る
に
、
何
を
達
成
す
べ
き
か
」

―
―

と
「
現
実
の
枝
葉
」
を
切
り
払
い
、「
目

標
の
根
幹
」
を
明
確
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
う
で
な
い
と
、
現
実
の
制
約
に
直
面
す

る
と
、
つ
い
つ
い
「
と
り
あ
え
ず
の
対
策
」

に
な
っ
て
し
ま
う
。
す
る
と
、「
当
初
の
目

的
」
を
見
失
っ
て
、
腰
砕
け
に
な
る
。
そ
れ

で
は
「
大
変
な
こ
と
」
は
、
と
う
て
い
「
実

施
↓
達
成
」
で
き
な
い
。　

　

何
を
す
る
の
に
も
、
こ
の
世
で
は
「
カ
ネ
」

が
い
る
。
だ
が
、
実
際
は
、

「
カ
ネ
が
足
り
ナ
イ
」

「
充
分
な
カ
ネ
が
な
い
」

―
―

と
い
う
の
が
現
実
だ
。
そ
の
よ
う
な
場

合
、
ど
う
す
べ
き
か
。

　
「
大
変
の
実
現
」
を
目
指
す
な
ら
ば
、

「
貯
金
を
す
る
」

「
出
資
を
募
る
」

「
銀
行
か
ら
借
り
る
」

―
―

な
ど
「
必
要
な
条
件
」
を
整
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
は
、
す
ぐ
デ
キ
る
こ
と
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
計
画
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

一
方
、「
小
変
＝
改
善
」
は
、「
手
っ
と
り

早
い
実
施
」
を
重
視
す
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の

よ
う
な
「
回
り
く
ど
い
」
こ
と
は
し
な
い
。

「
カ
ネ
」
が
な
け
れ
ば
、

＊「
カ
ネ
を
か
け
ナ
イ
方
法
」

＊「
カ
ネ
を
か
け
ず
に
済
む
方
法
」

―
―

を
考
え
る
。

た
と
え
ば
、

「
あ
り
あ
わ
せ
の
材
料
を
使
う
」

「
廃
品
・
廃
物
を
活
用
す
る
」

「
使
っ
て
な
い
機
材
を
使
う
」

「
必
要
な
も
の
を
拝
借
す
る
」

―
―

な
ど
。

　

こ
の
方
法
な
ら
、
ス
グ
、
即
座
に
着
手
で

き
る
。
こ
れ
が
「
小
変
＝
改
善
」
が

＊「
手
間
」
を
、
か
け
ず
、

＊「
カ
ネ
」
を
、
か
け
ず
、

＊「
知
恵
」
を
出
す

―
―

と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
こ
の
方
法
」
で
は
あ
ま
り

「
た
い
し
た
こ
と
」
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

「
成
果
の
大
き
さ
」
よ
り
も
、
と
に
か
く
、

手
っ
と
り
早
い
・
実
施
」
を
重
視
す
る
の
が

「
小
変
＝
改
善
」
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
変
＝
改
革
」
は
、

「
手
っ
と
り
早
さ
」
で
は
な
く
、
な
に
よ
り
も

「
大
き
な
成
果
」
を
重
視
す
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、「
あ
り
合
わ
せ
の
材
料
」

や
「
と
り
あ
え
ず
の
方
法
」
な
ど
で
は
な
く
、

じ
っ
く
り
と
「
必
要
条
件
」
を
整
え
な
が
ら

「
最
適
の
方
法
」
で
「
最
大
の
成
果
」
を
追
求

す
る
。

　
「
小
変
」と「
大
変
」の
区
別
は
、何
も「
経

営
の
世
界
」
だ
け
で
は
な
い
。「
改
善
制
度
」

に
お
い
て
も
、
両
者
の
「
区
別
」
お
よ
び
「
使

い
分
け
」
が
必
要
だ
。

　

現
在
の
「
日
本
の
改
善
制
度
」
は
、
も
っ

ぱ
ら
「
小
変
＝
小
さ
く
変
え
る
＝
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

野
球
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
狙
う
の
で
な
く
、

「
ヒ
ッ
ト
」を
積
み
重
ね
て
、ま
た
は
、「
ヒ
ッ

ト
」
と
「
盗
塁
」
の
「
組
み
合
わ
せ
」
で
得
点

す
る
よ
う
な
も
の
。

　

し
か
し
、

「
ヒ
ッ
ト
で
い
い
」

「
と
に
か
く
出
塁
せ
よ
」

―
―

と
言
っ
て
も
、
時
々
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

２
塁
打
・
３
塁
打
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、「
小
変
主
体
」
の
改
善
活
動
で

も
、
タ
マ
に
だ
が
、
効
果
の
大
き
な
「
中
変
」

や
「
大
変
」
も
出
て
く
る
。

　

そ
れ
ら「
サ
イ
ズ
の
異
な
る
も
の
」を「
ひ

と
つ
の
基
準
」
で
対
処
す
る
と
、
様
々
な
不

都
合
や
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
最
近
は
「
改
善
制
度
」
に
関
す

る「
規
定
・
運
営
」に
お
い
て
も
、主
流
の「
小

変
」
と
、
例
外
と
し
て
の
「
中
変
＆
大
変
」

を
左
頁
の
対
比
表
の
如
く
、
分
け
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
大
変
」
と
「
小
変
」
の
違
い
を
感
覚
で
と

ら
え
る
に
は
、改
善
制
度
に
お
け
る「
奨
金
・

賞
金
額
」
の
比
較
が
わ
か
り
易
い
。

　
「
小
変
に
対
す
る
奨
金
額
」
は
、

＊「
気
楽
に
・
払
え
る
」

＊「
気
楽
に
・
受
け
取
れ
る
」

―
―

と
い
う
観
点
か
ら
現
在
の
物
価
感
覚

で
だ
い
た
い
「
２
０
０
円
か
ら
千
円
」
く
ら

い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
変
の
賞
金
額
」
は

最
低
で
も
一
万
円
以
上
。
上
限
は
各
社
の
規

定
に
よ
っ
て
、
マ
チ
マ
チ
だ
が
、
実
際
の
支

払
い
実
績
は
、
せ
い
ぜ
い
数
十
万
円
程
度
だ

ろ
う
。

　
「
百
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
報
賞
金
」
は
、

も
は
や
「
改
善
制
度
の
枠
」
を
超
え
る
も
の

で
あ
る
。

☆

　
「
中
変
」
は
、「
小
変
」
と
「
大
変
」
の
中
間

と
考
え
れ
ば
い
い
。
た
と
え
ば
、「
小
変
」
と

「
大
変
」
に
対
す
る
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

＊
奨
金
（
小
変
）＝（
２
０
０
円
〜
千
円
）

＊
賞
金
（
大
変
）＝（
１
万
円
〜
百
万
円
）

―
―

と
し
て
い
る
が
、「
中
変
」
に
対
す
る

金
額
は
、
そ
の
中
間
ゆ
え
、
だ
い
た
い
（
１

５
０
０
円
〜
１
万
円
・
未
満
）
く
ら
い
。

　

日
本
の
「
本
格
的
な
改
善
活
動
」
は
、
戦

後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
「
ア
メ
リ
カ
型
の
提

案
制
度
」（Suggestion System

）
の
導
入

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
規
定
」
な
ど
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
、
英
語
の
「Rew

ard

」
は
「
賞
金
」

と
訳
さ
れ
た
。
こ
の
用
語
に
代
表
さ
れ
る

「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
の
基
本
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
は

＊「
ア
イ
デ
ア
」
を
「
買
い
取
る
」

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
評
価

＊「
効
果
」
に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
」

―
―

と
い
う
も
の
。

　

つ
ま
り
、「
賞
金
額
」は「
買
い
取
り
価
格
」

の
よ
う
な
も
の
。
ま
た
、「
提
案
の
審
査
」
は

そ
の
「
値
決
め
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、「
ア
メ
リ
カ
型
提
案
制
度
」

は
「
日
本
の
企
業
風
土
」
に
、
あ
ま
り
馴
染

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
ず
つ
「
日

本
型
の
提
案
制
度
」
へ
、
そ
し
て
、
現
在
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
「
実
施
型
の
改
善
制

度
」
へ
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
「
大
き
な
違
い
」
は
、
ア
メ
リ
カ
型

で
は
、
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
「
小
変
＝

小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
を
高

く
評
価
す
る
こ
と
。
ま
さ
し
く
「
日
本
的
な

制
度
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。

☆

　

過
渡
期
に
は
、「
賞
金
＝Rew

ard

」
と
い

う
用
語
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
「
奨
金
＝Recognition

」
と
い

う
言
葉
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
語
で
は
、「
発
音
が
同
じ
も
の
」
は
、

似
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
意
味
合
い
）
が
、

多
い
の
で
、「
奨
金
」
と
「
賞
金
」
も
、
そ
れ

ほ
ど
、「
意
識
的
な
区
別
」
が
な
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
改
善
制
度
に
お
け
る
「
小
変
」
と

「
大
変
」
へ
の
取
り
組
み
を
「
使
い
分
け
る
」

な
ら
、
こ
の
「
２
つ
の
用
語
」
も
「
明
確
な

使
い
分
け
」
が
勧
め
ら
れ
る
。

☆

　
「
賞
金
＝Rew

ard

」
は
、
昔
の
提
案
制
度

つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
で
の

用
語
で
、「
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
」

に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
＝
払
い
戻
し
」

で
あ
る
。

　

一
方
、「
奨
金
＝Recognition

」
は
、「
社

員
の
改
善
の
取
り
組
み
」
を
奨
励
す
る
も

の
。
改
善
に
対
す
る
「
意
欲
＆
能
力
」
を
推

進
・
促
進
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
、「
教
育

投
資
」
の
位
置
づ
け
。

　
「
奨
金
＝Recognition

」は「
小
変
＝
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
」
に
対
す
る
も
の
ゆ
え
、「
厳

密
な
審
査
」
は
不
要
。
一
次
審
査
は
「
直
属

上
司
」
に
よ
る
「
即
決
・
方
式
」
で
充
分
。

　
「
簡
単
な
改
善
」
ま
で
、
ワ
ザ
ワ
ザ
、「
詳

細
な
審
査
基
準
表
」
を
使
い
、
厳
密
に
審
査

す
る
ほ
ど
「
ム
ダ
な
こ
と
」
は
な
い
。

　
「
ム
ダ
」は
即
座
に「
や
め
る
」の
が
改
善
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
在
、
多
く
の
会
社
で
は
、「
小

変
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
は
「
奨
金
＝

Recognition

」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

＊「
即
決
・
審
査
方
式
」

＊「
簡
単
な
審
査
基
準
の
適
用
」

＊「
直
属
上
司
に
よ
る
一
次
審
査
」

―
―

が
な
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
「
改
善
制
度
」
に
お
け
る

＊「
大
変
＝
改
革
＝
賞
金
」

＊「
小
変
＝
改
善
＝
奨
金
」

―
―

の
「
違
い
」
を
、
わ
か
り
易
く
言
え
ば
、

◎「
大
変
＝
会
社
の
た
め
」

◎「
小
変
＝
自
分
の
た
め
」

―
―

と
い
う
こ
と
だ
。

　

昔
の
「
業
務
改
善
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
に
は
、

「
改
善
活
動
の
目
的
」
と
し
て
、

＊「
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
」

＊「
業
務
の
効
率
化
」

＊「
生
産
性
の
向
上
」

＊「
品
質
の
向
上
」

―
―

な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
「
会
社
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
」
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。

　

要
す
る
に
、「
会
社
の
・
た
め
」、
つ
ま
り

＊「
会
社
を
良
く
す
る
・
た
め
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
・
た
め
」

―
―

で
あ
っ
た
。

　
「
終
身
雇
用
」
の
時
代
は
、「
会
社
の
た
め

に
な
る
」
こ
と
は
、
社
員
に
と
っ
て
も
昇
給

な
ど
「
自
分
の
た
め
」
に
も
な
っ
た
。

　

だ
が
、
現
在
の
よ
う
に
「
派
遣
」
や
「
パ
ー

ト
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
職
場
で
は
、

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
の
改
善
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
た
め
の
改
善
」

―
―

な
ど
「
何
の
説
得
力
」
も
持
た
な
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、

◎「
快
適
化
」

◎「
や
り
易
化
」

◎「
ラ
ク
ち
ん
化
」

◎「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
、「
自
分
の
た
め
の
改
善
」
や
「
自

分
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
な
ら
ば
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

人
間
は
、「
自
分
に
得
な
こ
と
」
な
ら
、
強

制
さ
れ
な
く
て
も
自
分
か
ら
や
る
。
自
分
に

と
っ
て
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
改
善
」
な
ら
、

「
意
欲
的
な
取
り
組
み
」
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
社
員
が
、「
自
分
の
た
め
に
、

自
分
の
仕
事
」
の

＊「
快
適
化
」

＊「
や
り
易
化
」

＊「
ラ
ク
ち
ん
化
」

＊「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
の
「
改
善
」
を
意
欲
的
に
や
れ
ば
、

そ
の
「
結
果
」
と
し
て
、

＊「
遅
れ
ナ
イ
化
」

＊「
迷
わ
ナ
イ
化
」

＊「
間
違
え
ナ
イ
化
」

＊「
モ
タ
つ
か
ナ
イ
化
」

―
―

な
ど
に
、
つ
な
が
り
、

◎「
効
率
化
」

◎「
不
良
低
減
」

◎「
ロ
ス
削
減
」

◎「
品
質
向
上
」

◎「
生
産
性
向
上
」

◎「
顧
客
満
足
の
増
大
」

―
―

な
ど
、
会
社
に
も
「
充
分
な
メ
リ
ッ
ト
」

を
も
た
ら
し
、「
会
社
の
た
め
」
に
も
な
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
「
結
果
」
に
過
ぎ
な
い
。
今

日
の
「
改
善
活
動
の
主
・
目
的
」
は
、
あ
く

ま
で
も
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
。

☆

　

左
の
「
改
善
の
方
程
式
＆
定
石
の
一
覧
」

は
、
各
人
が
「
自
分
の
仕
事
」
の
「
問
題
」
に

気
づ
き
、「
改
善
案
」
を
考
え
る
た
め
の

「
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
問
題
点
」
は
、

す
べ
て
「
社
員
に
と
っ
て
の
問
題
」、
即
ち

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
」
で
あ
る
。

　

こ
の
一
覧
か
ら
も
、
今
日
の
改
善
活
動
は

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
＝
不
快
・
不
安
・

不
都
合
・
不
安
全―

―

」を
解
決
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
結
果
」
と
し
て
、「
会
社
の

た
め
」
に
も
な
る
こ
と
も―

―

。

「
カ
ネ
」が
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　

ど
う
す
る
か

小変

着手小局
とりあえず
現実からスタート

デキることから着手

手間をかけず
カネをかけず
知恵を出す

気軽に・手軽に
日常的に取り組む
肩の力を抜いて
のんびり
ゆっくり

改善
KAIZEN
かいぜん

手っとり早さ重視

制約での対応
（カネがない）なら、
カネをかけない方法で

大変

着眼大局
要するに
目標から逆算
成果を優先

手間＆カネをかけ
最適の技術＆設備で
最大の成果を得る

中・長期的に
じっくり取り組む

必死で
寝食を忘れて

血の滲むような努力

改革
INNOVATION
変革・革新

成果を重視

（カネが必要）なら、
カネを創る・集める

必要条件を整える

経営の小変と大変
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「
小
変
」と「
大
変
」の
区
別
は
、何
も「
経

営
の
世
界
」
だ
け
で
は
な
い
。「
改
善
制
度
」

に
お
い
て
も
、
両
者
の
「
区
別
」
お
よ
び
「
使

い
分
け
」
が
必
要
だ
。

　

現
在
の
「
日
本
の
改
善
制
度
」
は
、
も
っ

ぱ
ら
「
小
変
＝
小
さ
く
変
え
る
＝
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

野
球
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
狙
う
の
で
な
く
、

「
ヒ
ッ
ト
」を
積
み
重
ね
て
、ま
た
は
、「
ヒ
ッ

ト
」
と
「
盗
塁
」
の
「
組
み
合
わ
せ
」
で
得
点

す
る
よ
う
な
も
の
。

　

し
か
し
、

「
ヒ
ッ
ト
で
い
い
」

「
と
に
か
く
出
塁
せ
よ
」

―
―

と
言
っ
て
も
、
時
々
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

２
塁
打
・
３
塁
打
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、「
小
変
主
体
」
の
改
善
活
動
で

も
、
タ
マ
に
だ
が
、
効
果
の
大
き
な
「
中
変
」

や
「
大
変
」
も
出
て
く
る
。

　

そ
れ
ら「
サ
イ
ズ
の
異
な
る
も
の
」を「
ひ

と
つ
の
基
準
」
で
対
処
す
る
と
、
様
々
な
不

都
合
や
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
最
近
は
「
改
善
制
度
」
に
関
す

る「
規
定
・
運
営
」に
お
い
て
も
、主
流
の「
小

変
」
と
、
例
外
と
し
て
の
「
中
変
＆
大
変
」

を
左
頁
の
対
比
表
の
如
く
、
分
け
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
大
変
」
と
「
小
変
」
の
違
い
を
感
覚
で
と

ら
え
る
に
は
、改
善
制
度
に
お
け
る「
奨
金
・

賞
金
額
」
の
比
較
が
わ
か
り
易
い
。

　
「
小
変
に
対
す
る
奨
金
額
」
は
、

＊「
気
楽
に
・
払
え
る
」

＊「
気
楽
に
・
受
け
取
れ
る
」

―
―

と
い
う
観
点
か
ら
現
在
の
物
価
感
覚

で
だ
い
た
い
「
２
０
０
円
か
ら
千
円
」
く
ら

い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
変
の
賞
金
額
」
は

最
低
で
も
一
万
円
以
上
。
上
限
は
各
社
の
規

定
に
よ
っ
て
、
マ
チ
マ
チ
だ
が
、
実
際
の
支

払
い
実
績
は
、
せ
い
ぜ
い
数
十
万
円
程
度
だ

ろ
う
。

　
「
百
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
報
賞
金
」
は
、

も
は
や
「
改
善
制
度
の
枠
」
を
超
え
る
も
の

で
あ
る
。

☆

　
「
中
変
」
は
、「
小
変
」
と
「
大
変
」
の
中
間

と
考
え
れ
ば
い
い
。
た
と
え
ば
、「
小
変
」
と

「
大
変
」
に
対
す
る
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

＊
奨
金
（
小
変
）＝（
２
０
０
円
〜
千
円
）

＊
賞
金
（
大
変
）＝（
１
万
円
〜
百
万
円
）

―
―

と
し
て
い
る
が
、「
中
変
」
に
対
す
る

金
額
は
、
そ
の
中
間
ゆ
え
、
だ
い
た
い
（
１

５
０
０
円
〜
１
万
円
・
未
満
）
く
ら
い
。

　

日
本
の
「
本
格
的
な
改
善
活
動
」
は
、
戦

後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
「
ア
メ
リ
カ
型
の
提

案
制
度
」（Suggestion System

）
の
導
入

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
規
定
」
な
ど
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
、
英
語
の
「Rew

ard

」
は
「
賞
金
」

と
訳
さ
れ
た
。
こ
の
用
語
に
代
表
さ
れ
る

「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
の
基
本
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
は

＊「
ア
イ
デ
ア
」
を
「
買
い
取
る
」

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
評
価

＊「
効
果
」
に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
」

―
―

と
い
う
も
の
。

　

つ
ま
り
、「
賞
金
額
」は「
買
い
取
り
価
格
」

の
よ
う
な
も
の
。
ま
た
、「
提
案
の
審
査
」
は

そ
の
「
値
決
め
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、「
ア
メ
リ
カ
型
提
案
制
度
」

は
「
日
本
の
企
業
風
土
」
に
、
あ
ま
り
馴
染

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
ず
つ
「
日

本
型
の
提
案
制
度
」
へ
、
そ
し
て
、
現
在
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
「
実
施
型
の
改
善
制

度
」
へ
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
「
大
き
な
違
い
」
は
、
ア
メ
リ
カ
型

で
は
、
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
「
小
変
＝

小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
を
高

く
評
価
す
る
こ
と
。
ま
さ
し
く
「
日
本
的
な

制
度
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。

☆

　

過
渡
期
に
は
、「
賞
金
＝Rew

ard

」
と
い

う
用
語
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
「
奨
金
＝Recognition

」
と
い

う
言
葉
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
語
で
は
、「
発
音
が
同
じ
も
の
」
は
、

似
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
意
味
合
い
）
が
、

多
い
の
で
、「
奨
金
」
と
「
賞
金
」
も
、
そ
れ

ほ
ど
、「
意
識
的
な
区
別
」
が
な
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
改
善
制
度
に
お
け
る
「
小
変
」
と

「
大
変
」
へ
の
取
り
組
み
を
「
使
い
分
け
る
」

な
ら
、
こ
の
「
２
つ
の
用
語
」
も
「
明
確
な

使
い
分
け
」
が
勧
め
ら
れ
る
。

☆

　
「
賞
金
＝Rew

ard

」
は
、
昔
の
提
案
制
度

つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
で
の

用
語
で
、「
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
」

に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
＝
払
い
戻
し
」

で
あ
る
。

　

一
方
、「
奨
金
＝Recognition

」
は
、「
社

員
の
改
善
の
取
り
組
み
」
を
奨
励
す
る
も

の
。
改
善
に
対
す
る
「
意
欲
＆
能
力
」
を
推

進
・
促
進
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
、「
教
育

投
資
」
の
位
置
づ
け
。

　
「
奨
金
＝Recognition

」は「
小
変
＝
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
」
に
対
す
る
も
の
ゆ
え
、「
厳

密
な
審
査
」
は
不
要
。
一
次
審
査
は
「
直
属

上
司
」
に
よ
る
「
即
決
・
方
式
」
で
充
分
。

　
「
簡
単
な
改
善
」
ま
で
、
ワ
ザ
ワ
ザ
、「
詳

細
な
審
査
基
準
表
」
を
使
い
、
厳
密
に
審
査

す
る
ほ
ど
「
ム
ダ
な
こ
と
」
は
な
い
。

　
「
ム
ダ
」は
即
座
に「
や
め
る
」の
が
改
善
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
在
、
多
く
の
会
社
で
は
、「
小

変
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
は
「
奨
金
＝

Recognition

」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

＊「
即
決
・
審
査
方
式
」

＊「
簡
単
な
審
査
基
準
の
適
用
」

＊「
直
属
上
司
に
よ
る
一
次
審
査
」

―
―

が
な
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
「
改
善
制
度
」
に
お
け
る

＊「
大
変
＝
改
革
＝
賞
金
」

＊「
小
変
＝
改
善
＝
奨
金
」

―
―

の
「
違
い
」
を
、
わ
か
り
易
く
言
え
ば
、

◎「
大
変
＝
会
社
の
た
め
」

◎「
小
変
＝
自
分
の
た
め
」

―
―

と
い
う
こ
と
だ
。

　

昔
の
「
業
務
改
善
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
に
は
、

「
改
善
活
動
の
目
的
」
と
し
て
、

＊「
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
」

＊「
業
務
の
効
率
化
」

＊「
生
産
性
の
向
上
」

＊「
品
質
の
向
上
」

―
―

な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
「
会
社
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
」
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。

　

要
す
る
に
、「
会
社
の
・
た
め
」、
つ
ま
り

＊「
会
社
を
良
く
す
る
・
た
め
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
・
た
め
」

―
―

で
あ
っ
た
。

　
「
終
身
雇
用
」
の
時
代
は
、「
会
社
の
た
め

に
な
る
」
こ
と
は
、
社
員
に
と
っ
て
も
昇
給

な
ど
「
自
分
の
た
め
」
に
も
な
っ
た
。

　

だ
が
、
現
在
の
よ
う
に
「
派
遣
」
や
「
パ
ー

ト
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
職
場
で
は
、

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
の
改
善
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
た
め
の
改
善
」

―
―

な
ど
「
何
の
説
得
力
」
も
持
た
な
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、

◎「
快
適
化
」

◎「
や
り
易
化
」

◎「
ラ
ク
ち
ん
化
」

◎「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
、「
自
分
の
た
め
の
改
善
」
や
「
自

分
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
な
ら
ば
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

人
間
は
、「
自
分
に
得
な
こ
と
」
な
ら
、
強

制
さ
れ
な
く
て
も
自
分
か
ら
や
る
。
自
分
に

と
っ
て
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
改
善
」
な
ら
、

「
意
欲
的
な
取
り
組
み
」
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
社
員
が
、「
自
分
の
た
め
に
、

自
分
の
仕
事
」
の

＊「
快
適
化
」

＊「
や
り
易
化
」

＊「
ラ
ク
ち
ん
化
」

＊「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
の
「
改
善
」
を
意
欲
的
に
や
れ
ば
、

そ
の
「
結
果
」
と
し
て
、

＊「
遅
れ
ナ
イ
化
」

＊「
迷
わ
ナ
イ
化
」

＊「
間
違
え
ナ
イ
化
」

＊「
モ
タ
つ
か
ナ
イ
化
」

―
―

な
ど
に
、
つ
な
が
り
、

◎「
効
率
化
」

◎「
不
良
低
減
」

◎「
ロ
ス
削
減
」

◎「
品
質
向
上
」

◎「
生
産
性
向
上
」

◎「
顧
客
満
足
の
増
大
」

―
―

な
ど
、
会
社
に
も
「
充
分
な
メ
リ
ッ
ト
」

を
も
た
ら
し
、「
会
社
の
た
め
」
に
も
な
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
「
結
果
」
に
過
ぎ
な
い
。
今

日
の
「
改
善
活
動
の
主
・
目
的
」
は
、
あ
く

ま
で
も
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
。

☆

　

左
の
「
改
善
の
方
程
式
＆
定
石
の
一
覧
」

は
、
各
人
が
「
自
分
の
仕
事
」
の
「
問
題
」
に

気
づ
き
、「
改
善
案
」
を
考
え
る
た
め
の

「
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
問
題
点
」
は
、

す
べ
て
「
社
員
に
と
っ
て
の
問
題
」、
即
ち

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
」
で
あ
る
。

　

こ
の
一
覧
か
ら
も
、
今
日
の
改
善
活
動
は

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
＝
不
快
・
不
安
・

不
都
合
・
不
安
全―

―

」を
解
決
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
結
果
」
と
し
て
、「
会
社
の

た
め
」
に
も
な
る
こ
と
も―

―

。

「
金
額
」に
よ
る

　
　
　
　
「
感
覚
的
」な
区
別

改善制度の小変と大変 「
小
変
」＝「
大
変
」に
お
け
る

「
例
外
」と
し
て
の「
中
変
」と「
大
変
」

奨金
奨励金

200～1000円
気楽に払・貰える
認め・褒め・励ます
改善への教育投資

ラクちん化
やり易化
快適化

Recognition
Encouragement
（評価）＆（奨励）

自分のため

１次審査
直属の上司
即決審査
簡単な基準

改善
小変

賞金
報賞金

1万円～100万円
成果に対する報酬
成果を買い取る
買取り価格

コスト・ダウン
生産性ＵＰ
品質向上

Reward
Award

（褒賞）＆（報賞）

２次審査
審査委員
厳正審査
詳細な基準

会社のため

改革
大変
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「
小
変
」と「
大
変
」の
区
別
は
、何
も「
経

営
の
世
界
」
だ
け
で
は
な
い
。「
改
善
制
度
」

に
お
い
て
も
、
両
者
の
「
区
別
」
お
よ
び
「
使

い
分
け
」
が
必
要
だ
。

　

現
在
の
「
日
本
の
改
善
制
度
」
は
、
も
っ

ぱ
ら
「
小
変
＝
小
さ
く
変
え
る
＝
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

野
球
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
狙
う
の
で
な
く
、

「
ヒ
ッ
ト
」を
積
み
重
ね
て
、ま
た
は
、「
ヒ
ッ

ト
」
と
「
盗
塁
」
の
「
組
み
合
わ
せ
」
で
得
点

す
る
よ
う
な
も
の
。

　

し
か
し
、

「
ヒ
ッ
ト
で
い
い
」

「
と
に
か
く
出
塁
せ
よ
」

―
―

と
言
っ
て
も
、
時
々
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

２
塁
打
・
３
塁
打
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、「
小
変
主
体
」
の
改
善
活
動
で

も
、
タ
マ
に
だ
が
、
効
果
の
大
き
な
「
中
変
」

や
「
大
変
」
も
出
て
く
る
。

　

そ
れ
ら「
サ
イ
ズ
の
異
な
る
も
の
」を「
ひ

と
つ
の
基
準
」
で
対
処
す
る
と
、
様
々
な
不

都
合
や
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
最
近
は
「
改
善
制
度
」
に
関
す

る「
規
定
・
運
営
」に
お
い
て
も
、主
流
の「
小

変
」
と
、
例
外
と
し
て
の
「
中
変
＆
大
変
」

を
左
頁
の
対
比
表
の
如
く
、
分
け
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
大
変
」
と
「
小
変
」
の
違
い
を
感
覚
で
と

ら
え
る
に
は
、改
善
制
度
に
お
け
る「
奨
金
・

賞
金
額
」
の
比
較
が
わ
か
り
易
い
。

　
「
小
変
に
対
す
る
奨
金
額
」
は
、

＊「
気
楽
に
・
払
え
る
」

＊「
気
楽
に
・
受
け
取
れ
る
」

―
―

と
い
う
観
点
か
ら
現
在
の
物
価
感
覚

で
だ
い
た
い
「
２
０
０
円
か
ら
千
円
」
く
ら

い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
変
の
賞
金
額
」
は

最
低
で
も
一
万
円
以
上
。
上
限
は
各
社
の
規

定
に
よ
っ
て
、
マ
チ
マ
チ
だ
が
、
実
際
の
支

払
い
実
績
は
、
せ
い
ぜ
い
数
十
万
円
程
度
だ

ろ
う
。

　
「
百
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
報
賞
金
」
は
、

も
は
や
「
改
善
制
度
の
枠
」
を
超
え
る
も
の

で
あ
る
。

☆

　
「
中
変
」
は
、「
小
変
」
と
「
大
変
」
の
中
間

と
考
え
れ
ば
い
い
。
た
と
え
ば
、「
小
変
」
と

「
大
変
」
に
対
す
る
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

＊
奨
金
（
小
変
）＝（
２
０
０
円
〜
千
円
）

＊
賞
金
（
大
変
）＝（
１
万
円
〜
百
万
円
）

―
―

と
し
て
い
る
が
、「
中
変
」
に
対
す
る

金
額
は
、
そ
の
中
間
ゆ
え
、
だ
い
た
い
（
１

５
０
０
円
〜
１
万
円
・
未
満
）
く
ら
い
。

　

日
本
の
「
本
格
的
な
改
善
活
動
」
は
、
戦

後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
「
ア
メ
リ
カ
型
の
提

案
制
度
」（Suggestion System

）
の
導
入

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
規
定
」
な
ど
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
、
英
語
の
「Rew

ard

」
は
「
賞
金
」

と
訳
さ
れ
た
。
こ
の
用
語
に
代
表
さ
れ
る

「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
の
基
本
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
は

＊「
ア
イ
デ
ア
」
を
「
買
い
取
る
」

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
評
価

＊「
効
果
」
に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
」

―
―

と
い
う
も
の
。

　

つ
ま
り
、「
賞
金
額
」は「
買
い
取
り
価
格
」

の
よ
う
な
も
の
。
ま
た
、「
提
案
の
審
査
」
は

そ
の
「
値
決
め
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、「
ア
メ
リ
カ
型
提
案
制
度
」

は
「
日
本
の
企
業
風
土
」
に
、
あ
ま
り
馴
染

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
ず
つ
「
日

本
型
の
提
案
制
度
」
へ
、
そ
し
て
、
現
在
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
「
実
施
型
の
改
善
制

度
」
へ
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
「
大
き
な
違
い
」
は
、
ア
メ
リ
カ
型

で
は
、
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
「
小
変
＝

小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
を
高

く
評
価
す
る
こ
と
。
ま
さ
し
く
「
日
本
的
な

制
度
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。

☆

　

過
渡
期
に
は
、「
賞
金
＝Rew

ard

」
と
い

う
用
語
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
「
奨
金
＝Recognition

」
と
い

う
言
葉
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
語
で
は
、「
発
音
が
同
じ
も
の
」
は
、

似
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
意
味
合
い
）
が
、

多
い
の
で
、「
奨
金
」
と
「
賞
金
」
も
、
そ
れ

ほ
ど
、「
意
識
的
な
区
別
」
が
な
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
改
善
制
度
に
お
け
る
「
小
変
」
と

「
大
変
」
へ
の
取
り
組
み
を
「
使
い
分
け
る
」

な
ら
、
こ
の
「
２
つ
の
用
語
」
も
「
明
確
な

使
い
分
け
」
が
勧
め
ら
れ
る
。

☆

　
「
賞
金
＝Rew

ard

」
は
、
昔
の
提
案
制
度

つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
で
の

用
語
で
、「
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
」

に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
＝
払
い
戻
し
」

で
あ
る
。

　

一
方
、「
奨
金
＝Recognition

」
は
、「
社

員
の
改
善
の
取
り
組
み
」
を
奨
励
す
る
も

の
。
改
善
に
対
す
る
「
意
欲
＆
能
力
」
を
推

進
・
促
進
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
、「
教
育

投
資
」
の
位
置
づ
け
。

　
「
奨
金
＝Recognition

」は「
小
変
＝
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
」
に
対
す
る
も
の
ゆ
え
、「
厳

密
な
審
査
」
は
不
要
。
一
次
審
査
は
「
直
属

上
司
」
に
よ
る
「
即
決
・
方
式
」
で
充
分
。

　
「
簡
単
な
改
善
」
ま
で
、
ワ
ザ
ワ
ザ
、「
詳

細
な
審
査
基
準
表
」
を
使
い
、
厳
密
に
審
査

す
る
ほ
ど
「
ム
ダ
な
こ
と
」
は
な
い
。

　
「
ム
ダ
」は
即
座
に「
や
め
る
」の
が
改
善
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
在
、
多
く
の
会
社
で
は
、「
小

変
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
は
「
奨
金
＝

Recognition

」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

＊「
即
決
・
審
査
方
式
」

＊「
簡
単
な
審
査
基
準
の
適
用
」

＊「
直
属
上
司
に
よ
る
一
次
審
査
」

―
―

が
な
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
「
改
善
制
度
」
に
お
け
る

＊「
大
変
＝
改
革
＝
賞
金
」

＊「
小
変
＝
改
善
＝
奨
金
」

―
―

の
「
違
い
」
を
、
わ
か
り
易
く
言
え
ば
、

◎「
大
変
＝
会
社
の
た
め
」

◎「
小
変
＝
自
分
の
た
め
」

―
―

と
い
う
こ
と
だ
。

　

昔
の
「
業
務
改
善
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
に
は
、

「
改
善
活
動
の
目
的
」
と
し
て
、

＊「
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
」

＊「
業
務
の
効
率
化
」

＊「
生
産
性
の
向
上
」

＊「
品
質
の
向
上
」

―
―

な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
「
会
社
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
」
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。

　

要
す
る
に
、「
会
社
の
・
た
め
」、
つ
ま
り

＊「
会
社
を
良
く
す
る
・
た
め
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
・
た
め
」

―
―

で
あ
っ
た
。

　
「
終
身
雇
用
」
の
時
代
は
、「
会
社
の
た
め

に
な
る
」
こ
と
は
、
社
員
に
と
っ
て
も
昇
給

な
ど
「
自
分
の
た
め
」
に
も
な
っ
た
。

　

だ
が
、
現
在
の
よ
う
に
「
派
遣
」
や
「
パ
ー

ト
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
職
場
で
は
、

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
の
改
善
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
た
め
の
改
善
」

―
―

な
ど
「
何
の
説
得
力
」
も
持
た
な
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、

◎「
快
適
化
」

◎「
や
り
易
化
」

◎「
ラ
ク
ち
ん
化
」

◎「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
、「
自
分
の
た
め
の
改
善
」
や
「
自

分
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
な
ら
ば
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

人
間
は
、「
自
分
に
得
な
こ
と
」
な
ら
、
強

制
さ
れ
な
く
て
も
自
分
か
ら
や
る
。
自
分
に

と
っ
て
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
改
善
」
な
ら
、

「
意
欲
的
な
取
り
組
み
」
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
社
員
が
、「
自
分
の
た
め
に
、

自
分
の
仕
事
」
の

＊「
快
適
化
」

＊「
や
り
易
化
」

＊「
ラ
ク
ち
ん
化
」

＊「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
の
「
改
善
」
を
意
欲
的
に
や
れ
ば
、

そ
の
「
結
果
」
と
し
て
、

＊「
遅
れ
ナ
イ
化
」

＊「
迷
わ
ナ
イ
化
」

＊「
間
違
え
ナ
イ
化
」

＊「
モ
タ
つ
か
ナ
イ
化
」

―
―

な
ど
に
、
つ
な
が
り
、

◎「
効
率
化
」

◎「
不
良
低
減
」

◎「
ロ
ス
削
減
」

◎「
品
質
向
上
」

◎「
生
産
性
向
上
」

◎「
顧
客
満
足
の
増
大
」

―
―

な
ど
、
会
社
に
も
「
充
分
な
メ
リ
ッ
ト
」

を
も
た
ら
し
、「
会
社
の
た
め
」
に
も
な
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
「
結
果
」
に
過
ぎ
な
い
。
今

日
の
「
改
善
活
動
の
主
・
目
的
」
は
、
あ
く

ま
で
も
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
。

☆

　

左
の
「
改
善
の
方
程
式
＆
定
石
の
一
覧
」

は
、
各
人
が
「
自
分
の
仕
事
」
の
「
問
題
」
に

気
づ
き
、「
改
善
案
」
を
考
え
る
た
め
の

「
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
問
題
点
」
は
、

す
べ
て
「
社
員
に
と
っ
て
の
問
題
」、
即
ち

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
」
で
あ
る
。

　

こ
の
一
覧
か
ら
も
、
今
日
の
改
善
活
動
は

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
＝
不
快
・
不
安
・

不
都
合
・
不
安
全―

―

」を
解
決
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
結
果
」
と
し
て
、「
会
社
の

た
め
」
に
も
な
る
こ
と
も―

―

。

「
誰
の
た
め
の
改
善
」か
？

アイデアを買い取る

アイデアと賞金の交換

「
大
変
＝
賞
金
＝
会
社
の
た
め
」

「
小
変
＝
奨
金
＝
自
分
の
た
め
」
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「
小
変
」と「
大
変
」の
区
別
は
、何
も「
経

営
の
世
界
」
だ
け
で
は
な
い
。「
改
善
制
度
」

に
お
い
て
も
、
両
者
の
「
区
別
」
お
よ
び
「
使

い
分
け
」
が
必
要
だ
。

　

現
在
の
「
日
本
の
改
善
制
度
」
は
、
も
っ

ぱ
ら
「
小
変
＝
小
さ
く
変
え
る
＝
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

野
球
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
狙
う
の
で
な
く
、

「
ヒ
ッ
ト
」を
積
み
重
ね
て
、ま
た
は
、「
ヒ
ッ

ト
」
と
「
盗
塁
」
の
「
組
み
合
わ
せ
」
で
得
点

す
る
よ
う
な
も
の
。

　

し
か
し
、

「
ヒ
ッ
ト
で
い
い
」

「
と
に
か
く
出
塁
せ
よ
」

―
―

と
言
っ
て
も
、
時
々
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

２
塁
打
・
３
塁
打
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、「
小
変
主
体
」
の
改
善
活
動
で

も
、
タ
マ
に
だ
が
、
効
果
の
大
き
な
「
中
変
」

や
「
大
変
」
も
出
て
く
る
。

　

そ
れ
ら「
サ
イ
ズ
の
異
な
る
も
の
」を「
ひ

と
つ
の
基
準
」
で
対
処
す
る
と
、
様
々
な
不

都
合
や
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
最
近
は
「
改
善
制
度
」
に
関
す

る「
規
定
・
運
営
」に
お
い
て
も
、主
流
の「
小

変
」
と
、
例
外
と
し
て
の
「
中
変
＆
大
変
」

を
左
頁
の
対
比
表
の
如
く
、
分
け
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
大
変
」
と
「
小
変
」
の
違
い
を
感
覚
で
と

ら
え
る
に
は
、改
善
制
度
に
お
け
る「
奨
金
・

賞
金
額
」
の
比
較
が
わ
か
り
易
い
。

　
「
小
変
に
対
す
る
奨
金
額
」
は
、

＊「
気
楽
に
・
払
え
る
」

＊「
気
楽
に
・
受
け
取
れ
る
」

―
―

と
い
う
観
点
か
ら
現
在
の
物
価
感
覚

で
だ
い
た
い
「
２
０
０
円
か
ら
千
円
」
く
ら

い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
変
の
賞
金
額
」
は

最
低
で
も
一
万
円
以
上
。
上
限
は
各
社
の
規

定
に
よ
っ
て
、
マ
チ
マ
チ
だ
が
、
実
際
の
支

払
い
実
績
は
、
せ
い
ぜ
い
数
十
万
円
程
度
だ

ろ
う
。

　
「
百
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
報
賞
金
」
は
、

も
は
や
「
改
善
制
度
の
枠
」
を
超
え
る
も
の

で
あ
る
。

☆

　
「
中
変
」
は
、「
小
変
」
と
「
大
変
」
の
中
間

と
考
え
れ
ば
い
い
。
た
と
え
ば
、「
小
変
」
と

「
大
変
」
に
対
す
る
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

＊
奨
金
（
小
変
）＝（
２
０
０
円
〜
千
円
）

＊
賞
金
（
大
変
）＝（
１
万
円
〜
百
万
円
）

―
―

と
し
て
い
る
が
、「
中
変
」
に
対
す
る

金
額
は
、
そ
の
中
間
ゆ
え
、
だ
い
た
い
（
１

５
０
０
円
〜
１
万
円
・
未
満
）
く
ら
い
。

　

日
本
の
「
本
格
的
な
改
善
活
動
」
は
、
戦

後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
「
ア
メ
リ
カ
型
の
提

案
制
度
」（Suggestion System

）
の
導
入

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
規
定
」
な
ど
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
、
英
語
の
「Rew

ard

」
は
「
賞
金
」

と
訳
さ
れ
た
。
こ
の
用
語
に
代
表
さ
れ
る

「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
の
基
本
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
は

＊「
ア
イ
デ
ア
」
を
「
買
い
取
る
」

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
評
価

＊「
効
果
」
に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
」

―
―

と
い
う
も
の
。

　

つ
ま
り
、「
賞
金
額
」は「
買
い
取
り
価
格
」

の
よ
う
な
も
の
。
ま
た
、「
提
案
の
審
査
」
は

そ
の
「
値
決
め
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、「
ア
メ
リ
カ
型
提
案
制
度
」

は
「
日
本
の
企
業
風
土
」
に
、
あ
ま
り
馴
染

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
ず
つ
「
日

本
型
の
提
案
制
度
」
へ
、
そ
し
て
、
現
在
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
「
実
施
型
の
改
善
制

度
」
へ
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
「
大
き
な
違
い
」
は
、
ア
メ
リ
カ
型

で
は
、
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
「
小
変
＝

小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
を
高

く
評
価
す
る
こ
と
。
ま
さ
し
く
「
日
本
的
な

制
度
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。

☆

　

過
渡
期
に
は
、「
賞
金
＝Rew

ard

」
と
い

う
用
語
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
「
奨
金
＝Recognition

」
と
い

う
言
葉
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
語
で
は
、「
発
音
が
同
じ
も
の
」
は
、

似
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
意
味
合
い
）
が
、

多
い
の
で
、「
奨
金
」
と
「
賞
金
」
も
、
そ
れ

ほ
ど
、「
意
識
的
な
区
別
」
が
な
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
改
善
制
度
に
お
け
る
「
小
変
」
と

「
大
変
」
へ
の
取
り
組
み
を
「
使
い
分
け
る
」

な
ら
、
こ
の
「
２
つ
の
用
語
」
も
「
明
確
な

使
い
分
け
」
が
勧
め
ら
れ
る
。

☆

　
「
賞
金
＝Rew

ard

」
は
、
昔
の
提
案
制
度

つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
で
の

用
語
で
、「
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
」

に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
＝
払
い
戻
し
」

で
あ
る
。

　

一
方
、「
奨
金
＝Recognition

」
は
、「
社

員
の
改
善
の
取
り
組
み
」
を
奨
励
す
る
も

の
。
改
善
に
対
す
る
「
意
欲
＆
能
力
」
を
推

進
・
促
進
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
、「
教
育

投
資
」
の
位
置
づ
け
。

　
「
奨
金
＝Recognition

」は「
小
変
＝
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
」
に
対
す
る
も
の
ゆ
え
、「
厳

密
な
審
査
」
は
不
要
。
一
次
審
査
は
「
直
属

上
司
」
に
よ
る
「
即
決
・
方
式
」
で
充
分
。

　
「
簡
単
な
改
善
」
ま
で
、
ワ
ザ
ワ
ザ
、「
詳

細
な
審
査
基
準
表
」
を
使
い
、
厳
密
に
審
査

す
る
ほ
ど
「
ム
ダ
な
こ
と
」
は
な
い
。

　
「
ム
ダ
」は
即
座
に「
や
め
る
」の
が
改
善
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
在
、
多
く
の
会
社
で
は
、「
小

変
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
は
「
奨
金
＝

Recognition

」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

＊「
即
決
・
審
査
方
式
」

＊「
簡
単
な
審
査
基
準
の
適
用
」

＊「
直
属
上
司
に
よ
る
一
次
審
査
」

―
―

が
な
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
「
改
善
制
度
」
に
お
け
る

＊「
大
変
＝
改
革
＝
賞
金
」

＊「
小
変
＝
改
善
＝
奨
金
」

―
―

の
「
違
い
」
を
、
わ
か
り
易
く
言
え
ば
、

◎「
大
変
＝
会
社
の
た
め
」

◎「
小
変
＝
自
分
の
た
め
」

―
―

と
い
う
こ
と
だ
。

　

昔
の
「
業
務
改
善
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
に
は
、

「
改
善
活
動
の
目
的
」
と
し
て
、

＊「
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
」

＊「
業
務
の
効
率
化
」

＊「
生
産
性
の
向
上
」

＊「
品
質
の
向
上
」

―
―

な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
「
会
社
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
」
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。

　

要
す
る
に
、「
会
社
の
・
た
め
」、
つ
ま
り

＊「
会
社
を
良
く
す
る
・
た
め
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
・
た
め
」

―
―

で
あ
っ
た
。

　
「
終
身
雇
用
」
の
時
代
は
、「
会
社
の
た
め

に
な
る
」
こ
と
は
、
社
員
に
と
っ
て
も
昇
給

な
ど
「
自
分
の
た
め
」
に
も
な
っ
た
。

　

だ
が
、
現
在
の
よ
う
に
「
派
遣
」
や
「
パ
ー

ト
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
職
場
で
は
、

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
の
改
善
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
た
め
の
改
善
」

―
―

な
ど
「
何
の
説
得
力
」
も
持
た
な
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、

◎「
快
適
化
」

◎「
や
り
易
化
」

◎「
ラ
ク
ち
ん
化
」

◎「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
、「
自
分
の
た
め
の
改
善
」
や
「
自

分
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
な
ら
ば
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

人
間
は
、「
自
分
に
得
な
こ
と
」
な
ら
、
強

制
さ
れ
な
く
て
も
自
分
か
ら
や
る
。
自
分
に

と
っ
て
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
改
善
」
な
ら
、

「
意
欲
的
な
取
り
組
み
」
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
社
員
が
、「
自
分
の
た
め
に
、

自
分
の
仕
事
」
の

＊「
快
適
化
」

＊「
や
り
易
化
」

＊「
ラ
ク
ち
ん
化
」

＊「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
の
「
改
善
」
を
意
欲
的
に
や
れ
ば
、

そ
の
「
結
果
」
と
し
て
、

＊「
遅
れ
ナ
イ
化
」

＊「
迷
わ
ナ
イ
化
」

＊「
間
違
え
ナ
イ
化
」

＊「
モ
タ
つ
か
ナ
イ
化
」

―
―

な
ど
に
、
つ
な
が
り
、

◎「
効
率
化
」

◎「
不
良
低
減
」

◎「
ロ
ス
削
減
」

◎「
品
質
向
上
」

◎「
生
産
性
向
上
」

◎「
顧
客
満
足
の
増
大
」

―
―

な
ど
、
会
社
に
も
「
充
分
な
メ
リ
ッ
ト
」

を
も
た
ら
し
、「
会
社
の
た
め
」
に
も
な
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
「
結
果
」
に
過
ぎ
な
い
。
今

日
の
「
改
善
活
動
の
主
・
目
的
」
は
、
あ
く

ま
で
も
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
。

☆

　

左
の
「
改
善
の
方
程
式
＆
定
石
の
一
覧
」

は
、
各
人
が
「
自
分
の
仕
事
」
の
「
問
題
」
に

気
づ
き
、「
改
善
案
」
を
考
え
る
た
め
の

「
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
問
題
点
」
は
、

す
べ
て
「
社
員
に
と
っ
て
の
問
題
」、
即
ち

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
」
で
あ
る
。

　

こ
の
一
覧
か
ら
も
、
今
日
の
改
善
活
動
は

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
＝
不
快
・
不
安
・

不
都
合
・
不
安
全―

―

」を
解
決
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
結
果
」
と
し
て
、「
会
社
の

た
め
」
に
も
な
る
こ
と
も―

―

。

結
果
と
し
て
会
社
に
も
メ
リ
ッ
ト

改善の方程式・定石・公式
改善の方程式：（改善＝問題の裏返し）＆（対策＝原因の裏返し）
改善の定石：「対策」のパターン＝「○○化」＆「○○活用」
改善の公式：「解決」のパターン＝「○○するな、○○せよ」

定置化・分別＋表示
元に戻る化
検索機能活用

強調・目立つ化・目印化 
色分け化 ・ 区別化

ポカよけ・フールプルーフ
転記するな、転用せよ

先手・能動・主導
とりあえず着手

スムーズ化・スマート化

定期化・定時化・定例化
一体化・同時化・一括化
タイマー＆アラーム活用

触れナイ化（カバー化）
滑らナイ化（滑り止め化）
予知・予測→予備・予防

見える化・視覚化
シンプル化・カンタン化
ハッキリ化・明確化

簡素化・簡略化
手順書化・順番化

屈まナイ化・捻らナイ化

先手対応
前・始末化
外段取り化

分別・区別化
定置化・表示化
整列化・順番化

定数化・定量化・基準化
測定するな、判定せよ
調整するな、設定せよ

簡略化
マニュアル化

補助具活用・機能活用

あちこち
バラバラ
使い放し

似ている 
類似

混同・混在
転記

後手・受け身
グズグズ・ダラダラ

先延ばし

後で
そのうち
別々に

触れる
滑る

不備→不安

見えない
複雑・煩悩

不明確・あいまい

複雑・煩雑
姿勢不自然
動作不自然

事後対応
後・始末
内段取り

いっしょくた
無分別
分散

基準なし
別々に
そのつど

複雑・煩雑
カン・コツ
不共有

さがさナイ化
さがしヤス化
スグ見つかる化

間違えナイ化
間違えられナイ化
間違いニク化
間違えテモ化

遅れナイ化
遅れニク化
遅れテモ化

忘れナイ化
忘れニク化
忘れテモ化

危なくナイ化
安全化
安心化

わかる化
わかりヤス化
迷わない化

できる化・やりヤス化
容易化・快適化
ラクちん化

あらかじめ
前もって
事前対応

スッキリ化
　

統一化
標準化
一元化

誰でも、デキル化
誰でも、ワカル化
新人でもデキル化

さがす
　

 　　
間違える
　

遅れる
　

　
忘れる
　

危ない
　

わからナイ
わかり難い
迷う

できナイ
やりニクイ
困難・不便

イチイチ
そのつど
ワザワザ

ごちゃごちゃ
グチャグチャ
乱雑・混乱

バラバラ
バラツキ
不揃い

○○サンしか
わからナイ
デキない

問　題 対応（問題の裏返し） 原　因 対策（原因の裏返し）
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「
小
変
」と「
大
変
」の
区
別
は
、何
も「
経

営
の
世
界
」
だ
け
で
は
な
い
。「
改
善
制
度
」

に
お
い
て
も
、
両
者
の
「
区
別
」
お
よ
び
「
使

い
分
け
」
が
必
要
だ
。

　

現
在
の
「
日
本
の
改
善
制
度
」
は
、
も
っ

ぱ
ら
「
小
変
＝
小
さ
く
変
え
る
＝
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

野
球
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
狙
う
の
で
な
く
、

「
ヒ
ッ
ト
」を
積
み
重
ね
て
、ま
た
は
、「
ヒ
ッ

ト
」
と
「
盗
塁
」
の
「
組
み
合
わ
せ
」
で
得
点

す
る
よ
う
な
も
の
。

　

し
か
し
、

「
ヒ
ッ
ト
で
い
い
」

「
と
に
か
く
出
塁
せ
よ
」

―
―

と
言
っ
て
も
、
時
々
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

２
塁
打
・
３
塁
打
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、「
小
変
主
体
」
の
改
善
活
動
で

も
、
タ
マ
に
だ
が
、
効
果
の
大
き
な
「
中
変
」

や
「
大
変
」
も
出
て
く
る
。

　

そ
れ
ら「
サ
イ
ズ
の
異
な
る
も
の
」を「
ひ

と
つ
の
基
準
」
で
対
処
す
る
と
、
様
々
な
不

都
合
や
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
最
近
は
「
改
善
制
度
」
に
関
す

る「
規
定
・
運
営
」に
お
い
て
も
、主
流
の「
小

変
」
と
、
例
外
と
し
て
の
「
中
変
＆
大
変
」

を
左
頁
の
対
比
表
の
如
く
、
分
け
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
大
変
」
と
「
小
変
」
の
違
い
を
感
覚
で
と

ら
え
る
に
は
、改
善
制
度
に
お
け
る「
奨
金
・

賞
金
額
」
の
比
較
が
わ
か
り
易
い
。

　
「
小
変
に
対
す
る
奨
金
額
」
は
、

＊「
気
楽
に
・
払
え
る
」

＊「
気
楽
に
・
受
け
取
れ
る
」

―
―

と
い
う
観
点
か
ら
現
在
の
物
価
感
覚

で
だ
い
た
い
「
２
０
０
円
か
ら
千
円
」
く
ら

い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
変
の
賞
金
額
」
は

最
低
で
も
一
万
円
以
上
。
上
限
は
各
社
の
規

定
に
よ
っ
て
、
マ
チ
マ
チ
だ
が
、
実
際
の
支

払
い
実
績
は
、
せ
い
ぜ
い
数
十
万
円
程
度
だ

ろ
う
。

　
「
百
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
報
賞
金
」
は
、

も
は
や
「
改
善
制
度
の
枠
」
を
超
え
る
も
の

で
あ
る
。

☆

　
「
中
変
」
は
、「
小
変
」
と
「
大
変
」
の
中
間

と
考
え
れ
ば
い
い
。
た
と
え
ば
、「
小
変
」
と

「
大
変
」
に
対
す
る
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

＊
奨
金
（
小
変
）＝（
２
０
０
円
〜
千
円
）

＊
賞
金
（
大
変
）＝（
１
万
円
〜
百
万
円
）

―
―

と
し
て
い
る
が
、「
中
変
」
に
対
す
る

金
額
は
、
そ
の
中
間
ゆ
え
、
だ
い
た
い
（
１

５
０
０
円
〜
１
万
円
・
未
満
）
く
ら
い
。

　

日
本
の
「
本
格
的
な
改
善
活
動
」
は
、
戦

後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
「
ア
メ
リ
カ
型
の
提

案
制
度
」（Suggestion System

）
の
導
入

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
規
定
」
な
ど
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
、
英
語
の
「Rew

ard

」
は
「
賞
金
」

と
訳
さ
れ
た
。
こ
の
用
語
に
代
表
さ
れ
る

「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
の
基
本
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
は

＊「
ア
イ
デ
ア
」
を
「
買
い
取
る
」

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
評
価

＊「
効
果
」
に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
」

―
―

と
い
う
も
の
。

　

つ
ま
り
、「
賞
金
額
」は「
買
い
取
り
価
格
」

の
よ
う
な
も
の
。
ま
た
、「
提
案
の
審
査
」
は

そ
の
「
値
決
め
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、「
ア
メ
リ
カ
型
提
案
制
度
」

は
「
日
本
の
企
業
風
土
」
に
、
あ
ま
り
馴
染

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
ず
つ
「
日

本
型
の
提
案
制
度
」
へ
、
そ
し
て
、
現
在
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
「
実
施
型
の
改
善
制

度
」
へ
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
「
大
き
な
違
い
」
は
、
ア
メ
リ
カ
型

で
は
、
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
「
小
変
＝

小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
を
高

く
評
価
す
る
こ
と
。
ま
さ
し
く
「
日
本
的
な

制
度
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。

☆

　

過
渡
期
に
は
、「
賞
金
＝Rew

ard

」
と
い

う
用
語
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
「
奨
金
＝Recognition

」
と
い

う
言
葉
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
語
で
は
、「
発
音
が
同
じ
も
の
」
は
、

似
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
意
味
合
い
）
が
、

多
い
の
で
、「
奨
金
」
と
「
賞
金
」
も
、
そ
れ

ほ
ど
、「
意
識
的
な
区
別
」
が
な
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
改
善
制
度
に
お
け
る
「
小
変
」
と

「
大
変
」
へ
の
取
り
組
み
を
「
使
い
分
け
る
」

な
ら
、
こ
の
「
２
つ
の
用
語
」
も
「
明
確
な

使
い
分
け
」
が
勧
め
ら
れ
る
。

☆

　
「
賞
金
＝Rew

ard

」
は
、
昔
の
提
案
制
度

つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
型
・
提
案
制
度
」
で
の

用
語
で
、「
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
」

に
対
す
る
「
ペ
イ
・
バ
ッ
ク
＝
払
い
戻
し
」

で
あ
る
。

　

一
方
、「
奨
金
＝Recognition

」
は
、「
社

員
の
改
善
の
取
り
組
み
」
を
奨
励
す
る
も

の
。
改
善
に
対
す
る
「
意
欲
＆
能
力
」
を
推

進
・
促
進
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
、「
教
育

投
資
」
の
位
置
づ
け
。

　
「
奨
金
＝Recognition

」は「
小
変
＝
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
」
に
対
す
る
も
の
ゆ
え
、「
厳

密
な
審
査
」
は
不
要
。
一
次
審
査
は
「
直
属

上
司
」
に
よ
る
「
即
決
・
方
式
」
で
充
分
。

　
「
簡
単
な
改
善
」
ま
で
、
ワ
ザ
ワ
ザ
、「
詳

細
な
審
査
基
準
表
」
を
使
い
、
厳
密
に
審
査

す
る
ほ
ど
「
ム
ダ
な
こ
と
」
は
な
い
。

　
「
ム
ダ
」は
即
座
に「
や
め
る
」の
が
改
善
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
在
、
多
く
の
会
社
で
は
、「
小

変
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
は
「
奨
金
＝

Recognition

」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

＊「
即
決
・
審
査
方
式
」

＊「
簡
単
な
審
査
基
準
の
適
用
」

＊「
直
属
上
司
に
よ
る
一
次
審
査
」

―
―

が
な
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
「
改
善
制
度
」
に
お
け
る

＊「
大
変
＝
改
革
＝
賞
金
」

＊「
小
変
＝
改
善
＝
奨
金
」

―
―

の
「
違
い
」
を
、
わ
か
り
易
く
言
え
ば
、

◎「
大
変
＝
会
社
の
た
め
」

◎「
小
変
＝
自
分
の
た
め
」

―
―

と
い
う
こ
と
だ
。

　

昔
の
「
業
務
改
善
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
に
は
、

「
改
善
活
動
の
目
的
」
と
し
て
、

＊「
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
」

＊「
業
務
の
効
率
化
」

＊「
生
産
性
の
向
上
」

＊「
品
質
の
向
上
」

―
―

な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
「
会
社
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
」
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。

　

要
す
る
に
、「
会
社
の
・
た
め
」、
つ
ま
り

＊「
会
社
を
良
く
す
る
・
た
め
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
・
た
め
」

―
―

で
あ
っ
た
。

　
「
終
身
雇
用
」
の
時
代
は
、「
会
社
の
た
め

に
な
る
」
こ
と
は
、
社
員
に
と
っ
て
も
昇
給

な
ど
「
自
分
の
た
め
」
に
も
な
っ
た
。

　

だ
が
、
現
在
の
よ
う
に
「
派
遣
」
や
「
パ
ー

ト
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
職
場
で
は
、

＊「
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
の
改
善
」

＊「
会
社
を
儲
け
さ
せ
る
た
め
の
改
善
」

―
―

な
ど
「
何
の
説
得
力
」
も
持
た
な
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、

◎「
快
適
化
」

◎「
や
り
易
化
」

◎「
ラ
ク
ち
ん
化
」

◎「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
、「
自
分
の
た
め
の
改
善
」
や
「
自

分
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
な
ら
ば
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

人
間
は
、「
自
分
に
得
な
こ
と
」
な
ら
、
強

制
さ
れ
な
く
て
も
自
分
か
ら
や
る
。
自
分
に

と
っ
て
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
改
善
」
な
ら
、

「
意
欲
的
な
取
り
組
み
」
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
社
員
が
、「
自
分
の
た
め
に
、

自
分
の
仕
事
」
の

＊「
快
適
化
」

＊「
や
り
易
化
」

＊「
ラ
ク
ち
ん
化
」

＊「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
化
」

―
―

な
ど
の
「
改
善
」
を
意
欲
的
に
や
れ
ば
、

そ
の
「
結
果
」
と
し
て
、

＊「
遅
れ
ナ
イ
化
」

＊「
迷
わ
ナ
イ
化
」

＊「
間
違
え
ナ
イ
化
」

＊「
モ
タ
つ
か
ナ
イ
化
」

―
―

な
ど
に
、
つ
な
が
り
、

◎「
効
率
化
」

◎「
不
良
低
減
」

◎「
ロ
ス
削
減
」

◎「
品
質
向
上
」

◎「
生
産
性
向
上
」

◎「
顧
客
満
足
の
増
大
」

―
―

な
ど
、
会
社
に
も
「
充
分
な
メ
リ
ッ
ト
」

を
も
た
ら
し
、「
会
社
の
た
め
」
に
も
な
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
「
結
果
」
に
過
ぎ
な
い
。
今

日
の
「
改
善
活
動
の
主
・
目
的
」
は
、
あ
く

ま
で
も
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
。

☆

　

左
の
「
改
善
の
方
程
式
＆
定
石
の
一
覧
」

は
、
各
人
が
「
自
分
の
仕
事
」
の
「
問
題
」
に

気
づ
き
、「
改
善
案
」
を
考
え
る
た
め
の

「
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
問
題
点
」
は
、

す
べ
て
「
社
員
に
と
っ
て
の
問
題
」、
即
ち

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
」
で
あ
る
。

　

こ
の
一
覧
か
ら
も
、
今
日
の
改
善
活
動
は

「
自
分
に
と
っ
て
の
問
題
＝
不
快
・
不
安
・

不
都
合
・
不
安
全―

―

」を
解
決
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、「
自
分
の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
結
果
」
と
し
て
、「
会
社
の

た
め
」
に
も
な
る
こ
と
も―

―

。

　
「
大
変
＝
大
掛
か
り
な
変
更
＝
改
革
」
と

「
小
変
＝
小
さ
な
変
更
＝
改
善
」
の
違
い
を
、

「
野
球
」
で
例
え
る
な
ら
ば
、

＊「
大
変
」＝（
ホ
ー
ム
ラ
ン
）

＊「
小
変
」＝（
ヒ
ッ
ト
）

―
―

の
よ
う
な
も
の
。

　
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
」
な
ら
ば
、「
一
発
」
で
得

点
で
き
る
が
、「
ヒ
ッ
ト
」
は
一
発
だ
け
で

は
ダ
メ
。
さ
ら
に
ヒ
ッ
ト
を
打
た
な
け
れ

ば
、
得
点
で
き
な
い
。☆

　

ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
に
例
え
る
と
、

＊「
小
変
＝
ジ
ャ
ブ
」（
小
さ
な
パ
ン
チ
）

＊「
大
変
＝
ブ
ロ
ー
」（
強
力
な
パ
ン
チ
）

―
―

の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
ジ
ャ
ブ
・
ば
か
り
」
で
は

勝
て
な
い
。「
小
変
・
だ
け
」
で
は
経
営
は

成
り
立
た
な
い
。

　

ま
た
、
や
た
ら
と
「
大
き
な
パ
ン
チ
」
を

振
り
回
し
て
も
ダ
メ
。
つ
ま
り
、「
大
変
・

だ
け
」
で
も
勝
て
な
い
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
の
強
者
は
、
ジ
ャ
ブ
（
小
さ

な
パ
ン
チ
）
で
、
相
手
の
リ
ズ
ム
や
体
勢
を

崩
し
、「
こ
こ
ぞ
」
と
い
う
時
に
、
強
力
な
パ

ン
チ
を
打
ち
込
む
。

　

こ
れ
こ
そ
、「
小
変
」
と
「
大
変
」
の
「
組

み
合
わ
せ
」
に
よ
る
「
勝
利
の
方
程
式
」（
小

変
＋
大
変
＝
勝
利
）
だ
。

　
「
ジ
ャ
ブ
＝
小
変
」
は
、
素
早
く
、
小
刻
み

に
、
数
多
く
撃
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
対
し
、「
大
変
＝
必
殺
パ
ン
チ
」
は
、
決

定
的
な
瞬
間
に
、
大
胆
に
踏
み
込
み
、
一
挙

に
打
ち
込
む
べ
き
。

　

そ
の
時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
小
出
し
し
て

分
散
化
し
て
は
な
ら
な
い
。
集
中
的
投
入
が

「
大
き
な
成
果
」
を
も
た
ら
す
。

　

こ
れ
ら
「
大
変
」
と
「
小
変
」
に
関
す
る

類
推
（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
）
か
ら
、「
小
変
＝
手
っ

と
り
早
い
改
善
・
実
施
ノ
ウ
ハ
ウ
」
の
「
極

意
」
が
見
え
て
く
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
「
実
施
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
端
的

に
（
対
比
）
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
大
変
の
実
施
ノ
ウ
ハ
ウ
」
は
、

①「
慎
重
＆
計
画
的
」
に

②「
条
件
＆
状
況
」
を
整
え
て

③「
大
胆
＆
集
中
的
」
に
投
入

　

一
方
、「
小
変
の
実
施
ノ
ウ
ハ
ウ
」
は
「
大

変
の
逆
」、
つ
ま
り
、

①「
気
軽
＆
無
・
計
画
的
」
に

②「
制
約
内
」
で
「
ム
リ
の
な
い
対
応
」

③「
小
出
し
＆
分
散
投
入
」
の
繰
り
返
し

☆

　
「
無
計
画
」
と
い
う
言
葉
に
抵
抗
が
あ
る

な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

＊「
大
変
」＝（
大
・
計
画
）

＊「
小
変
」＝（
小
・
計
画
）

―
―

と
い
う
用
語
を
割
り
当
て
て
も
い
い
。

　

し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
居
酒
屋
で
、

「
と
り
え
ず
、
ビ
ー
ル
」
と
、
注
文
す
る
際
、

手
っ
と
り
早
い
改
善
の「
極
意
」

「
手
っ
と
り
早
い
改
善
」の「
極
意
」は

「
と
り
あ
え
ず
」
「
連
続
改
善
」

＋

改
善
の
極
意

手
っ
と
り
早
い
改
善

一
、
と
り
あ
え
ず

二
、
ま
た
改
善

三
、
さ
ら
に
改
善

簡単なものほど
奥が深いのだ

簡
単

　

じ
ゃ
な
い
か
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「
次
に
何
を
、
注
文
す
る
か
」

「
次
に
何
を
、
食
べ
る
か
」

―
―

な
ど
、
ち
ゃ
ん
と
「
計
画
」
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
時
点
で
は
、
何
も
考
え
ず
、
何
も
計

画
せ
ず
、
と
り
あ
え
ず
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
な

が
ら
、
そ
れ
か
ら
「
何
を
食
べ
る
か
」
を
考

え
よ
う
と
い
う
算
段
だ
ろ
う
。

　
「
小
変
＝
ち
ょ
と
し
た
工
夫
」
に
は
「
大

掛
か
り
な
計
画
」
は
不
要
。
む
し
ろ
、「
無
・

計
画
」
や
「
小
・
計
画
」
で
い
い
。

　
「
と
り
あ
え
ず
改
善
」
ゆ
え
、
最
初
か
ら
、

う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な
い
。
た
い
て
い
、

失
敗
し
た
り
、
別
の
問
題
や
不
都
合
が
発
生

す
る
。
だ
が
、「
本
当
の
改
善
」
は
、
そ
れ
か

ら
始
ま
る
。
そ
こ
で

＊「
や
っ
て
、
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

＊「
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
改
善
」
を
す
べ
き
。

　

ま
た
、
時
々
だ
が
、「
最
初
の
改
善
」
が
、

う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
そ

こ
で
満
足
し
て
は
な
ら
な
い
。

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
さ
ら
に
改
善
」

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

―
―

と
、
さ
ら
に
「
次
の
改
善
」
を
す
れ
ば

い
い
。「
も
っ
と
良
い
改
善
」
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら

◎「
ま
た
・
改
善
」

◎「
も
っ
と
・
改
善
」

◎「
さ
ら
に
・
改
善
」

―
―

が
、
い
わ
ゆ
る
「
改
善
の
レ
ベ
ル
Ｕ
Ｐ

ノ
ウ
ハ
ウ
」
で
あ
る
。

　

難
し
く
言
え
ば
、
そ
れ
ら
は

＊「
連
続
改
善
」

＊「
複
合
改
善
」

　

わ
か
り
易
く
言
え
ば

＊（
改
善
の
積
み
重
ね
）

＊（
改
善
の
組
み
合
わ
せ
）

―
―

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

☆

　
「
手
っ
と
り
早
い
改
善
実
施
ノ
ウ
ハ
ウ
」

の
「
極
意
」
は
、
次
の
「
３
項
目
」
に
集
約
さ

れ
る
。

①「
と
り
あ
え
ず
、
や
っ
て
・
み
る
」

②「
や
っ
て
、
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

③「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

　

一
般
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
書
に
は
、「
問
題
解

決
の
手
順
」
と
し
て
、

①「
原
因
・
追
及
」

②「
対
策
立
案
・
計
画
」

③「
対
策
・
実
施
↓
検
証
」

―
―

な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

た
し
か
に
、「
大
変
＝
大
き
な
変
更
」、
つ

ま
り
、「
大
き
な
問
題
の
解
決
」
に
は
、
こ
の

よ
う
な
正
統
的
な
「
手
順
＆
手
続
」
が
必
要

だ
ろ
う
。

　

だ
が
、「
小
変
＝
小
さ
な
変
更
＝
ち
ょ
っ
と

し
た
問
題
の
解
決
」
は
、「
逆
の
手
順
」
で
も

い
い
。
つ
ま
り
、

①「
原
因
」
が
わ
か
っ
て
か
ら
、

②
そ
れ
か
ら
「
対
策
」
を
立
て
る

―
―

の
で
は
な
く
、
逆
に

①「
イ
ロ
イ
ロ
な
対
策
」
を
実
施
し
な
が
ら
、

②
そ
の
過
程
で
「
原
因
」
を
、
あ
ぶ
り
出
す

―
―

と
い
う
方
法
だ
。

　

わ
か
り
易
く
言
え
ば
、

＊「
と
り
あ
え
ず
」、
試
し
に

◎「
や
っ
て
・
み
る
」

◎「
や
め
て
・
み
る
」

―
―

こ
と
で
、「
原
因
を
つ
き
と
め
る
」
と

い
う
方
法
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
難
し
く
言
え
ば
、「
仮
説
↓
検
証
」

と
い
う
こ
と
。「
小
変
＝
改
善
」
に
は
こ
の
よ

う
な
「
実
験
的
な
原
因
追
及
法
」
が
可
能
＆

有
効
だ
。

☆

　
「
原
因
が
不
明
ゆ
え
、
対
策
が
で
き
ナ
イ
」

―
―

と
い
う
声
が
あ
る
。
た
し
か
に
、「
大

変
＝
改
革
の
実
施
」
は
「
原
因
追
及
」↓「
対

策
立
案
」
と
い
っ
た
「
手
順
」
が
必
要
。

　

し
か
し
、「
小
変
＝
改
善
の
実
施
」
に
は
、

「
原
因
が
、
わ
か
ら
ナ
イ
か
ら
、
対
策
が
で

き
ナ
イ
」―

―

と
い
っ
た
「
泣
き
言
」
は
不

要
だ
。

　
「
イ
ロ
イ
ロ
や
っ
て
・
み
な
が
ら
、
真
の

原
因
を
あ
ぶ
り
出
す
・
つ
き
と
め
る
」
と
い

う
「
問
題
へ
の
実
験
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
こ

そ
、「
小
変
＝
改
善
」
の
強
み
で
あ
る
。

　
「
一
回
の
改
善
」
で
、
す
べ
て
、
う
ま
く
い

く
も
の
で
は
な
い
。「
良
か
れ
」―

―

と
思
っ

て
、
や
っ
た
改
善
が
「
裏
目
」
に
出
て
逆
に

「
改
悪
」
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

あ
る
い
は
「
改
悪
」
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、

「
思
っ
た
と
お
り
の
効
果
」
が
、
得
ら
れ
ず

に
落
胆
す
る
こ
と
も
あ
る
。

☆

　

そ
ん
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
い

つ
ま
で
も
、
落
胆
せ
ず
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
改
善
」
に
取
り
組
む
べ
き
だ

ろ
う
。

　
「
消
火
器
」
の
前
に
モ
ノ
を
置
い
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
イ
ザ
と
い

う
時
、
す
ぐ
消
火
器
を
取
り
出
せ
な
い
と
、

「
初
期
消
火
」
で
モ
タ
つ
き
、
手
遅
れ
に
な

る
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
、
壁
に

「
消
火
器
の
前
に
モ
ノ
を
置
か
な
い
で
」

―
―

と
い
う
貼
紙
を
し
た
。
だ
が
、
誰
も
、

守
っ
て
く
れ
な
い
。

　

さ
す
が
に
、「
大
き
な
モ
ノ
」
は
置
か
れ

な
く
な
っ
た
が
、「
台
車
」
な
ど
は
、
平
気
で

置
か
れ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、

「
一
時
的
に
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
ち
ょ
っ
と
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
構
わ
な
い
だ
ろ
う
」―

―

と
い
う
感
覚
な

の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
今
度
は
「
壁
の
注
意
書
」
に
加
え
、

「
床
」
に
も
「
消
火
器
の
前
に
置
か
な
い
こ

と
」―

―

と
、
少
し
強
い
表
現
の
「
注
意
書
」

を
貼
っ
て
み
た
。
し
か
も
、
周
囲
を
「
緑
色
」

の
テ
ー
プ
で
囲
っ
て
み
た
。

　

イ
ヤ
で
も
「
目
立
つ
」
の
で
、
今
度
は
、

誰
も
置
か
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、

◎「
壁
が
ダ
メ
な
ら
、
床
で
」

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
で
」

◎「
目
立
た
な
い
な
ら
、
目
立
つ
化
」

―
―

と
い
う
「
連
続
・
改
善
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
最
初
の
改
善
」
が
ダ
メ

で
も
、
そ
れ
で
諦
め
た
り
、
フ
テ
腐
れ
た
り
、

落
胆
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
壁
の
貼
紙
」
の
「
表
現
や
表

示
方
法
」
を
、
も
っ
と
強
く
目
立
つ
化
す
る

―
―

と
い
う
工
夫
も
あ
る
。

　

だ
が
、「
壁
・
だ
け
」で
な
く「
視
点
・
場
所
」

を
変
え
、「
床
」
に
も
「
貼
っ
て
み
る
」
の
が

も
っ
と
効
果
的
。「
壁
・
だ
け
」よ
り
も
、「
よ

り
・
置
き
・
ニ
ク
化
」
と
い
う
「
心
理
的
な

効
果
」
が
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、「
床
」
の
「
注
意
書
」
に
て
、

問
題
は
解
決
さ
れ
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
、

「
そ
れ
で
も
・
や
は
り
・
ダ
メ
」

―
―

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
場
合
、「
さ
ら
に
改
善
」
を
す
れ
ば

い
い
。「
床
の
注
意
書
」で
も
ダ
メ
な
ら
、「
消

火
器
」
の
前
に
、

◎「
簡
単
な
柵
」
を
設
け
る

◎「
軽
い
フ
レ
ー
ム
」
を
置
く

―
―

な
ど
の
方
法
も
あ
る
。

　
「
注
意
書
」と
い
う「
視
覚
」に
訴
え
る「
置

き
ニ
ク
化
」
で
ダ
メ
な
ら
、
物
理
的
な
「
補

助
具
」
を
使
っ
て
、「
置
け
ナ
イ
化
」
と
い
う

工
夫
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、

☆「
角
度
」
を
変
え
て
の
「
対
策
」

☆「
視
点
」
を
変
え
て
の
「
対
処
」

☆「
方
法
」
を
変
え
て
の
「
対
応
」

―
―

が
、「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
別
の
方
法

で
」
と
い
う
「
連
続
改
善
」
で
あ
る
。

　
「
出
会
い
頭
＝
で
あ
い
・
が
し
ら
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。「
出
会
っ
た
瞬
間
・
出
会
っ

た
と
た
ん
」―

―

と
い
う
意
味
。

　
「
出
会
い
頭
の
事
故
」
と
は
、
交
差
点
で
、

「
違
う
方
向
」
か
ら
の
進
入
で
の
衝
突
事
故
。

ぶ
つ
か
る
の
は
、
自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行

者
な
ど
様
々
。
ま
た
、「
道
路
・
だ
け
」
で
な

く
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
の
通
路
な
ど
で
も
、

発
生
し
て
い
る
。　

　
「
前
方
」
は
見
え
て
も
、「
横
」
か
ら
の
進

入
は
「
見
落
と
し
が
ち
」。「
視
覚
の
死
角
」

が
「
出
会
い
頭
・
事
故
」
の
原
因
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
お
互
い
の
「
一
時
停

止
」
に
よ
る
「
確
認
」
が
必
要
。
そ
れ
ゆ
え
、

マ
ズ
、「
一
時
停
止
の
表
示
」
の
改
善
が
な

さ
れ
た
。

　

だ
が
、「
通
路
の
床
の
表
示
」
は
、
あ
ま
り

目
立
た
な
い
。
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
相
変
わ
ら
ず
、「
出
会
い
頭
の

衝
突
」
や
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」
が
、
発
生
し

て
い
た
。

　

放
っ
て
お
く
と
、
い
つ
か
重
大
事
故
に
も

な
り
か
ね
な
い
。「
改
善
マ
イ
ン
ド
の
な
い

職
場
」
で
は
、

★「
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

★「
一
時
停
止
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

―
―

な
ど
と
い
う
「
呼
び
掛
け
」
や
「
注
意
」

が
為
さ
れ
る
だ
け
。

　

だ
が
、「
改
善
の
盛
ん
な
職
場
」
で
は
、

＊「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
対
策
」
が
為
さ
れ
る
。

　

通
路
の
床
へ
の
「
平
面
表
示
・
だ
け
」
で

ダ
メ
な
ら
、「
立
体
化
」―

―

と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
出
て
く
る
。

　

そ
し
て
、「
一
時
停
止
」の
所
に「
植
木
鉢
」

を
置
く―

―

と
い
う
対
策
が
。

☆

　
「
目
の
前
の
植
木
」
な
ら
ば
、
イ
ヤ
で
も

目
に
入
る
。
よ
っ
て
、
否
応
な
し
に
「
迂
回

せ
ざ
る
」
を
え
な
い
。
お
か
げ
で
、「
衝
突
事

故
」
は
解
消
さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
、

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
」

◎「
コ
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
ソ
レ
」

―
―

と
い
う「
ア
レ
・
コ
レ
・
ソ
レ
」の「
改

善
・
３
段
階
・
発
想
」
だ
。

　

つ
ま
り
、

①
口
頭
注
意
で
ダ
メ
な
ら
、
表
示
・
注
意

②
平
面
表
示
で
ダ
メ
な
ら
、
立
体
・
表
示

―
―

と
い
う
考
え
方
だ
。

　
「
と
り
あ
え
ず
・
や
っ
て
・
み
る
」
か
ら
、

改
善
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

「
対
策
」を
し
な
が
ら

　
　「
原
因
」を
突
き
止
め
る

とりあえず

ビール

ハイ どうぞ

ビールを飲みながら
考える・計画する

やめて･みる

やって･みる

とりあえず

―
―

と
い
う
「
連
続
改
善
」
を
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
最
初
の
改
善
」
が
う
ま
く

い
く
こ
と
も
あ
る
。「
そ
れ
な
り
の
効
果
」

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
満
足
す
る
必
要
は
な
い
。

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
さ
ら
に
改
善
」

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

―
―

と
「
さ
ら
な
る
改
善
」
を
す
れ
ば
い
い
。

☆

　

こ
の
よ
う
な
「
連
続
改
善
」
に
対
し
て
、

「
最
初
か
ら
、
そ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」

―
―

と
い
う
人
が
出
て
く
る
。

　

自
分
で
は
何
も
せ
ず
に
、「
他
者
の
改
善
」

を
批
評
す
る
だ
け
の
「
社
内
評
論
家
」
の
典

型
的
な
セ
リ
フ
だ
。

　

だ
が
、
我
々
は
、

「
や
っ
て
・
み
な
け
れ
ば
、
わ
か
ら
ナ
イ
」

「
や
っ
て
み
て
、
初
め
て
・
わ
か
る
」

―
―

と
い
う
世
界
に
生
き
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
、「
と
り
あ
え
ず
の
連
続
改
善
」
を

繰
り
返
し
な
が
ら
「
先
読
み
能
力
」
を
鍛
え

て
い
く
の
が「
改
善
的
・
能
力
開
発
」で
あ
る
。
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機
械
の
「
上
昇
＆
下
降
・
ス
イ
ッ
チ
」
は

そ
れ
ぞ
れ
「
緑
ボ
タ
ン
」
と
「
橙
ボ
タ
ン
」

に
「
色
分
け
」
さ
れ
て
い
る
。

　

長
年
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
に
は
、
そ
ん

な
こ
と
は
「
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
」
だ
ろ
う
。

だ
が
、「
新
し
く
配
属
さ
れ
た
人
」
に
は
、
ど

う
だ
ろ
う
か
。

　
「
ど
ち
ら
の
ボ
タ
ン
」
が
、
上
昇
な
の
か
、

下
降
な
の
か―

―

教
え
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
、
わ
か
ら
な
い
。

　
「
新
し
い
職
場
」
で
は
、
ア
レ
コ
レ
・
イ

ロ
イ
ロ
な
こ
と
を
短
時
間
に
、
教
え
ら
れ
、

覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
ス
イ
ッ
チ
の
「
ボ
タ
ン
の
区
別
」
も
、

一
度
、「
教
え
ら
れ
た
・
だ
け
」
で
は
完
全

に
覚
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
一
瞬
、

「
ど
ち
ら
・
だ
っ
た
・
か
な
」

―
―

と
い
う
迷
い
が
生
じ
る
。

　
「
迷
う
」
と
、
そ
れ
は
、
必
ず
「
間
違
い
」

に
つ
な
が
る
。
そ
れ
が
事
故
や
不
良
を
も
た

ら
す
。そ
し
て
、「
改
善
の
な
い
職
場
」で
は
、

「
気
を
つ
け
ろ
」

「
ち
ゃ
ん
と
覚
え
ろ
」

―
―

と
い
っ
た
叱
責
が
な
さ
れ
る
。

☆　

　

だ
が
、「
改
善
マ
イ
ン
ド
の
職
場
」
で
は
、

＊（
わ
か
ら
な
い
な
ら
）↓（
わ
か
る
化
）

＊（
間
違
う
な
ら
）↓（
間
違
え
ナ
イ
化
）

＊（
迷
う
の
な
ら
）↓（
迷
わ
ナ
イ
化
）

―
―

す
べ
し
、
と
直
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ボ
タ
ン
に
「
上
昇
」＆「
下
降
」
の
表
示
が

な
さ
れ
る
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、

◎「
一
目
で
、
わ
か
る
化
」

◎「
誰
で
も
、
わ
か
る
化
」

◎「
迷
わ
ナ
イ
化
↓
間
違
え
ナ
イ
化
」

―
―

と
い
う
「
改
善
」
が
な
さ
れ
る
。

　

通
常
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
表
示
化
」
で
、

①「
見
え
る
化
↓
わ
か
る
化
」

②「
迷
わ
ナ
イ
化
↓
間
違
え
ナ
イ
化
」

―
―

と
い
う
改
善
で
、
充
分
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
緊
急
時
に
、
咄
嗟
に
、
即
座
に
、

機
械
を
「
上
昇
」、
あ
る
い
は
「
下
降
」
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

イ
チ
イ
チ
「
見
て
↓
確
か
め
る
」
と
い
う

時
間
は
な
い
。
そ
の
た
め
「
一
瞬
の
迷
い
」

が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、「
改
善
に
強
い
会
社
」
で
は
、

「
ひ
と
つ
の
改
善
」
で
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に

「
次
の
改
善
」
に
取
り
組
む
。

　

た
と
え
ば
、
横
に
並
ん
で
い
る
「
ボ
タ
ン
」

を
「
縦
に
配
置
す
る
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が

出
て
く
る
。

　

す
る
と
、「
ど
ち
ら
の
ボ
タ
ン
」
が
、

「
上
昇
か
」

「
下
降
か
」

―
―

と
、
迷
う
こ
と
も
な
い
。

　

イ
チ
イ
チ
そ
の
つ
ど
表
示
を
見
な
く
て

も
「
直
感
的
」
に
わ
か
る
。
咄
嗟
に
、
瞬
間

的
に
、
的
確
に
操
作
で
き
る
。

緊
急
時
で
、た
と
え
慌
て
て
い
た
り
、焦
っ

て
い
て
も
、け
っ
し
て
間
違
う
こ
と
は
な
い
。

☆

　

多
く
の
職
場
で
は
、「
緊
急
時
の
心
得
」

と
し
て
、
た
と
え
ば
、

「
慌
て
ず
、
適
切
な
行
動
を
す
べ
し
」

「
落
ち
着
い
て
、
沈
着
に
対
処
せ
よ
」

―
―

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
緊
急
時
は
、
誰
も
が
「
慌
て
る
」

も
の
だ
。そ
れ
ゆ
え
、「
慌
て
ず―

―

」と
い
っ

た
心
得
な
ど
、、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。

　

そ
れ
よ
り
も
、
緊
急
時
、
た
と
え
、

＊（
慌
て
・
て
も
）↓（
間
違
え
ナ
イ
化
）

＊（
焦
っ
・
て
も
）↓（
迷
わ
ナ
イ
化
）

―
―

と
な
る
よ
う
「
や
り
方
を
工
夫
す
る
」

の
が
「
改
善
的
・
対
処
」
だ
。

　
「
一
回
の
改
善
」
で
、
す
べ
て
、
う
ま
く
い

く
も
の
で
は
な
い
。「
良
か
れ
」―

―

と
思
っ

て
、
や
っ
た
改
善
が
「
裏
目
」
に
出
て
逆
に

「
改
悪
」
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

あ
る
い
は
「
改
悪
」
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、

「
思
っ
た
と
お
り
の
効
果
」
が
、
得
ら
れ
ず

に
落
胆
す
る
こ
と
も
あ
る
。

☆

　

そ
ん
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
い

つ
ま
で
も
、
落
胆
せ
ず
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
改
善
」
に
取
り
組
む
べ
き
だ

ろ
う
。

　
「
消
火
器
」
の
前
に
モ
ノ
を
置
い
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
イ
ザ
と
い

う
時
、
す
ぐ
消
火
器
を
取
り
出
せ
な
い
と
、

「
初
期
消
火
」
で
モ
タ
つ
き
、
手
遅
れ
に
な

る
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
、
壁
に

「
消
火
器
の
前
に
モ
ノ
を
置
か
な
い
で
」

―
―

と
い
う
貼
紙
を
し
た
。
だ
が
、
誰
も
、

守
っ
て
く
れ
な
い
。

　

さ
す
が
に
、「
大
き
な
モ
ノ
」
は
置
か
れ

な
く
な
っ
た
が
、「
台
車
」
な
ど
は
、
平
気
で

置
か
れ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、

「
一
時
的
に
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
ち
ょ
っ
と
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
構
わ
な
い
だ
ろ
う
」―

―

と
い
う
感
覚
な

の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
今
度
は
「
壁
の
注
意
書
」
に
加
え
、

「
床
」
に
も
「
消
火
器
の
前
に
置
か
な
い
こ

と
」―

―

と
、
少
し
強
い
表
現
の
「
注
意
書
」

を
貼
っ
て
み
た
。
し
か
も
、
周
囲
を
「
緑
色
」

の
テ
ー
プ
で
囲
っ
て
み
た
。

　

イ
ヤ
で
も
「
目
立
つ
」
の
で
、
今
度
は
、

誰
も
置
か
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、

◎「
壁
が
ダ
メ
な
ら
、
床
で
」

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
で
」

◎「
目
立
た
な
い
な
ら
、
目
立
つ
化
」

―
―

と
い
う
「
連
続
・
改
善
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
最
初
の
改
善
」
が
ダ
メ

で
も
、
そ
れ
で
諦
め
た
り
、
フ
テ
腐
れ
た
り
、

落
胆
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
壁
の
貼
紙
」
の
「
表
現
や
表

示
方
法
」
を
、
も
っ
と
強
く
目
立
つ
化
す
る

―
―

と
い
う
工
夫
も
あ
る
。

　

だ
が
、「
壁
・
だ
け
」で
な
く「
視
点
・
場
所
」

を
変
え
、「
床
」
に
も
「
貼
っ
て
み
る
」
の
が

も
っ
と
効
果
的
。「
壁
・
だ
け
」よ
り
も
、「
よ

り
・
置
き
・
ニ
ク
化
」
と
い
う
「
心
理
的
な

効
果
」
が
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、「
床
」
の
「
注
意
書
」
に
て
、

問
題
は
解
決
さ
れ
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
、

「
そ
れ
で
も
・
や
は
り
・
ダ
メ
」

―
―

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
場
合
、「
さ
ら
に
改
善
」
を
す
れ
ば

い
い
。「
床
の
注
意
書
」で
も
ダ
メ
な
ら
、「
消

火
器
」
の
前
に
、

◎「
簡
単
な
柵
」
を
設
け
る

◎「
軽
い
フ
レ
ー
ム
」
を
置
く

―
―

な
ど
の
方
法
も
あ
る
。

　
「
注
意
書
」と
い
う「
視
覚
」に
訴
え
る「
置

き
ニ
ク
化
」
で
ダ
メ
な
ら
、
物
理
的
な
「
補

助
具
」
を
使
っ
て
、「
置
け
ナ
イ
化
」
と
い
う

工
夫
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、

☆「
角
度
」
を
変
え
て
の
「
対
策
」

☆「
視
点
」
を
変
え
て
の
「
対
処
」

☆「
方
法
」
を
変
え
て
の
「
対
応
」

―
―

が
、「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
別
の
方
法

で
」
と
い
う
「
連
続
改
善
」
で
あ
る
。

　
「
出
会
い
頭
＝
で
あ
い
・
が
し
ら
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。「
出
会
っ
た
瞬
間
・
出
会
っ

た
と
た
ん
」―

―

と
い
う
意
味
。

　
「
出
会
い
頭
の
事
故
」
と
は
、
交
差
点
で
、

「
違
う
方
向
」
か
ら
の
進
入
で
の
衝
突
事
故
。

ぶ
つ
か
る
の
は
、
自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行

者
な
ど
様
々
。
ま
た
、「
道
路
・
だ
け
」
で
な

く
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
の
通
路
な
ど
で
も
、

発
生
し
て
い
る
。　

　
「
前
方
」
は
見
え
て
も
、「
横
」
か
ら
の
進

入
は
「
見
落
と
し
が
ち
」。「
視
覚
の
死
角
」

が
「
出
会
い
頭
・
事
故
」
の
原
因
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
お
互
い
の
「
一
時
停

止
」
に
よ
る
「
確
認
」
が
必
要
。
そ
れ
ゆ
え
、

マ
ズ
、「
一
時
停
止
の
表
示
」
の
改
善
が
な

さ
れ
た
。

　

だ
が
、「
通
路
の
床
の
表
示
」
は
、
あ
ま
り

目
立
た
な
い
。
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
相
変
わ
ら
ず
、「
出
会
い
頭
の

衝
突
」
や
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」
が
、
発
生
し

て
い
た
。

　

放
っ
て
お
く
と
、
い
つ
か
重
大
事
故
に
も

な
り
か
ね
な
い
。「
改
善
マ
イ
ン
ド
の
な
い

職
場
」
で
は
、

★「
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

★「
一
時
停
止
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

―
―

な
ど
と
い
う
「
呼
び
掛
け
」
や
「
注
意
」

が
為
さ
れ
る
だ
け
。

　

だ
が
、「
改
善
の
盛
ん
な
職
場
」
で
は
、

＊「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
対
策
」
が
為
さ
れ
る
。

　

通
路
の
床
へ
の
「
平
面
表
示
・
だ
け
」
で

ダ
メ
な
ら
、「
立
体
化
」―

―

と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
出
て
く
る
。

　

そ
し
て
、「
一
時
停
止
」の
所
に「
植
木
鉢
」

を
置
く―

―

と
い
う
対
策
が
。

☆

　
「
目
の
前
の
植
木
」
な
ら
ば
、
イ
ヤ
で
も

目
に
入
る
。
よ
っ
て
、
否
応
な
し
に
「
迂
回

せ
ざ
る
」
を
え
な
い
。
お
か
げ
で
、「
衝
突
事

故
」
は
解
消
さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
、

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
」

◎「
コ
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
ソ
レ
」

―
―

と
い
う「
ア
レ
・
コ
レ
・
ソ
レ
」の「
改

善
・
３
段
階
・
発
想
」
だ
。

　

つ
ま
り
、

①
口
頭
注
意
で
ダ
メ
な
ら
、
表
示
・
注
意

②
平
面
表
示
で
ダ
メ
な
ら
、
立
体
・
表
示

―
―

と
い
う
考
え
方
だ
。

　
「
と
り
あ
え
ず
・
や
っ
て
・
み
る
」
か
ら
、

改
善
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

「
表
示
化
」で【
迷
わ
ナ
イ
化
　

　
　
　
　
↓
間
違
え
ナ
イ
化
】

緊
急
時
で
も「
迷
わ
ナ
イ
化
」

「
さ
ら
に
改
善
、も
っ
と
改
善
」で

「
慌
て
ナ
イ
化
・
間
違
え
ナ
イ
化
」

緊
急
時
で
も

改善前（問題点） 改善後（対策）
スイッチは色別されているが

（上・下）の表示がないので、

わかり難い。

それぞれのボタンに

（上昇）＆（下降）を

表示した。

各ボタンの動作（上↔下）が

一目で、わかるようになった。

効果

―
―

と
い
う
「
連
続
改
善
」
を
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
最
初
の
改
善
」
が
う
ま
く

い
く
こ
と
も
あ
る
。「
そ
れ
な
り
の
効
果
」

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
満
足
す
る
必
要
は
な
い
。

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
さ
ら
に
改
善
」

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

―
―

と
「
さ
ら
な
る
改
善
」
を
す
れ
ば
い
い
。

☆

　

こ
の
よ
う
な
「
連
続
改
善
」
に
対
し
て
、

「
最
初
か
ら
、
そ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」

―
―

と
い
う
人
が
出
て
く
る
。

　

自
分
で
は
何
も
せ
ず
に
、「
他
者
の
改
善
」

を
批
評
す
る
だ
け
の
「
社
内
評
論
家
」
の
典

型
的
な
セ
リ
フ
だ
。

　

だ
が
、
我
々
は
、

「
や
っ
て
・
み
な
け
れ
ば
、
わ
か
ら
ナ
イ
」

「
や
っ
て
み
て
、
初
め
て
・
わ
か
る
」

―
―

と
い
う
世
界
に
生
き
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
、「
と
り
あ
え
ず
の
連
続
改
善
」
を

繰
り
返
し
な
が
ら
「
先
読
み
能
力
」
を
鍛
え

て
い
く
の
が「
改
善
的
・
能
力
開
発
」で
あ
る
。

だ
い
だ
い
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改善前（問題点） 改善後（対策）
スイッチは色別されているが

（上・下）の表示がないので、

わかり難い。

それぞれのボタンに

（上昇）＆（下降）を

表示した。

各ボタンの動作（上↔下）が

一目で、わかるようになった。

効果

改善前（問題点） 改善後（対策）
（上昇↔下降）のボタンが

横に配置されているので、

戸惑うことがある。

ボタンを縦に配置して

（上↔下）が

直感的にわかるようにした。

緊急時、咄嗟に、作動させる時でも、

（迷う）→（間違える）が、なくなった。

効果

　

機
械
の
「
上
昇
＆
下
降
・
ス
イ
ッ
チ
」
は

そ
れ
ぞ
れ
「
緑
ボ
タ
ン
」
と
「
橙
ボ
タ
ン
」

に
「
色
分
け
」
さ
れ
て
い
る
。

　

長
年
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
に
は
、
そ
ん

な
こ
と
は
「
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
」
だ
ろ
う
。

だ
が
、「
新
し
く
配
属
さ
れ
た
人
」
に
は
、
ど

う
だ
ろ
う
か
。

　
「
ど
ち
ら
の
ボ
タ
ン
」
が
、
上
昇
な
の
か
、

下
降
な
の
か―

―

教
え
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
、
わ
か
ら
な
い
。

　
「
新
し
い
職
場
」
で
は
、
ア
レ
コ
レ
・
イ

ロ
イ
ロ
な
こ
と
を
短
時
間
に
、
教
え
ら
れ
、

覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
ス
イ
ッ
チ
の
「
ボ
タ
ン
の
区
別
」
も
、

一
度
、「
教
え
ら
れ
た
・
だ
け
」
で
は
完
全

に
覚
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
一
瞬
、

「
ど
ち
ら
・
だ
っ
た
・
か
な
」

―
―

と
い
う
迷
い
が
生
じ
る
。

　
「
迷
う
」
と
、
そ
れ
は
、
必
ず
「
間
違
い
」

に
つ
な
が
る
。
そ
れ
が
事
故
や
不
良
を
も
た

ら
す
。そ
し
て
、「
改
善
の
な
い
職
場
」で
は
、

「
気
を
つ
け
ろ
」

「
ち
ゃ
ん
と
覚
え
ろ
」

―
―

と
い
っ
た
叱
責
が
な
さ
れ
る
。

☆　

　

だ
が
、「
改
善
マ
イ
ン
ド
の
職
場
」
で
は
、

＊（
わ
か
ら
な
い
な
ら
）↓（
わ
か
る
化
）

＊（
間
違
う
な
ら
）↓（
間
違
え
ナ
イ
化
）

＊（
迷
う
の
な
ら
）↓（
迷
わ
ナ
イ
化
）

―
―

す
べ
し
、
と
直
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ボ
タ
ン
に
「
上
昇
」＆「
下
降
」
の
表
示
が

な
さ
れ
る
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、

◎「
一
目
で
、
わ
か
る
化
」

◎「
誰
で
も
、
わ
か
る
化
」

◎「
迷
わ
ナ
イ
化
↓
間
違
え
ナ
イ
化
」

―
―

と
い
う
「
改
善
」
が
な
さ
れ
る
。

　

通
常
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
表
示
化
」
で
、

①「
見
え
る
化
↓
わ
か
る
化
」

②「
迷
わ
ナ
イ
化
↓
間
違
え
ナ
イ
化
」

―
―

と
い
う
改
善
で
、
充
分
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
緊
急
時
に
、
咄
嗟
に
、
即
座
に
、

機
械
を
「
上
昇
」、
あ
る
い
は
「
下
降
」
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

イ
チ
イ
チ
「
見
て
↓
確
か
め
る
」
と
い
う

時
間
は
な
い
。
そ
の
た
め
「
一
瞬
の
迷
い
」

が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、「
改
善
に
強
い
会
社
」
で
は
、

「
ひ
と
つ
の
改
善
」
で
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に

「
次
の
改
善
」
に
取
り
組
む
。

　

た
と
え
ば
、
横
に
並
ん
で
い
る
「
ボ
タ
ン
」

を
「
縦
に
配
置
す
る
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が

出
て
く
る
。

　

す
る
と
、「
ど
ち
ら
の
ボ
タ
ン
」
が
、

「
上
昇
か
」

「
下
降
か
」

―
―

と
、
迷
う
こ
と
も
な
い
。

　

イ
チ
イ
チ
そ
の
つ
ど
表
示
を
見
な
く
て

も
「
直
感
的
」
に
わ
か
る
。
咄
嗟
に
、
瞬
間

的
に
、
的
確
に
操
作
で
き
る
。

　

緊
急
時
で
、た
と
え
慌
て
て
い
た
り
、焦
っ

て
い
て
も
、け
っ
し
て
間
違
う
こ
と
は
な
い
。

☆

　

多
く
の
職
場
で
は
、「
緊
急
時
の
心
得
」

と
し
て
、
た
と
え
ば
、

「
慌
て
ず
、
適
切
な
行
動
を
す
べ
し
」

「
落
ち
着
い
て
、
沈
着
に
対
処
せ
よ
」

―
―

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
緊
急
時
は
、
誰
も
が
「
慌
て
る
」

も
の
だ
。そ
れ
ゆ
え
、「
慌
て
ず―

―

」と
い
っ

た
心
得
な
ど
、、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。

　

そ
れ
よ
り
も
、
緊
急
時
、
た
と
え
、

＊（
慌
て
・
て
も
）↓（
間
違
え
ナ
イ
化
）

＊（
焦
っ
・
て
も
）↓（
迷
わ
ナ
イ
化
）

―
―

と
な
る
よ
う
「
や
り
方
を
工
夫
す
る
」

の
が
「
改
善
的
・
対
処
」
だ
。

　
「
一
回
の
改
善
」
で
、
す
べ
て
、
う
ま
く
い

く
も
の
で
は
な
い
。「
良
か
れ
」―

―

と
思
っ

て
、
や
っ
た
改
善
が
「
裏
目
」
に
出
て
逆
に

「
改
悪
」
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

あ
る
い
は
「
改
悪
」
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、

「
思
っ
た
と
お
り
の
効
果
」
が
、
得
ら
れ
ず

に
落
胆
す
る
こ
と
も
あ
る
。

☆

　

そ
ん
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
い

つ
ま
で
も
、
落
胆
せ
ず
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
改
善
」
に
取
り
組
む
べ
き
だ

ろ
う
。

　
「
消
火
器
」
の
前
に
モ
ノ
を
置
い
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
イ
ザ
と
い

う
時
、
す
ぐ
消
火
器
を
取
り
出
せ
な
い
と
、

「
初
期
消
火
」
で
モ
タ
つ
き
、
手
遅
れ
に
な

る
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
、
壁
に

「
消
火
器
の
前
に
モ
ノ
を
置
か
な
い
で
」

―
―

と
い
う
貼
紙
を
し
た
。
だ
が
、
誰
も
、

守
っ
て
く
れ
な
い
。

　

さ
す
が
に
、「
大
き
な
モ
ノ
」
は
置
か
れ

な
く
な
っ
た
が
、「
台
車
」
な
ど
は
、
平
気
で

置
か
れ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、

「
一
時
的
に
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
ち
ょ
っ
と
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
構
わ
な
い
だ
ろ
う
」―

―

と
い
う
感
覚
な

の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
今
度
は
「
壁
の
注
意
書
」
に
加
え
、

「
床
」
に
も
「
消
火
器
の
前
に
置
か
な
い
こ

と
」―

―

と
、
少
し
強
い
表
現
の
「
注
意
書
」

を
貼
っ
て
み
た
。
し
か
も
、
周
囲
を
「
緑
色
」

の
テ
ー
プ
で
囲
っ
て
み
た
。

　

イ
ヤ
で
も
「
目
立
つ
」
の
で
、
今
度
は
、

誰
も
置
か
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、

◎「
壁
が
ダ
メ
な
ら
、
床
で
」

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
で
」

◎「
目
立
た
な
い
な
ら
、
目
立
つ
化
」

―
―

と
い
う
「
連
続
・
改
善
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
最
初
の
改
善
」
が
ダ
メ

で
も
、
そ
れ
で
諦
め
た
り
、
フ
テ
腐
れ
た
り
、

落
胆
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
壁
の
貼
紙
」
の
「
表
現
や
表

示
方
法
」
を
、
も
っ
と
強
く
目
立
つ
化
す
る

―
―

と
い
う
工
夫
も
あ
る
。

　

だ
が
、「
壁
・
だ
け
」で
な
く「
視
点
・
場
所
」

を
変
え
、「
床
」
に
も
「
貼
っ
て
み
る
」
の
が

も
っ
と
効
果
的
。「
壁
・
だ
け
」よ
り
も
、「
よ

り
・
置
き
・
ニ
ク
化
」
と
い
う
「
心
理
的
な

効
果
」
が
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、「
床
」
の
「
注
意
書
」
に
て
、

問
題
は
解
決
さ
れ
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
、

「
そ
れ
で
も
・
や
は
り
・
ダ
メ
」

―
―

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
場
合
、「
さ
ら
に
改
善
」
を
す
れ
ば

い
い
。「
床
の
注
意
書
」で
も
ダ
メ
な
ら
、「
消

火
器
」
の
前
に
、

◎「
簡
単
な
柵
」
を
設
け
る

◎「
軽
い
フ
レ
ー
ム
」
を
置
く

―
―

な
ど
の
方
法
も
あ
る
。

　
「
注
意
書
」と
い
う「
視
覚
」に
訴
え
る「
置

き
ニ
ク
化
」
で
ダ
メ
な
ら
、
物
理
的
な
「
補

助
具
」
を
使
っ
て
、「
置
け
ナ
イ
化
」
と
い
う

工
夫
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、

☆「
角
度
」
を
変
え
て
の
「
対
策
」

☆「
視
点
」
を
変
え
て
の
「
対
処
」

☆「
方
法
」
を
変
え
て
の
「
対
応
」

―
―

が
、「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
別
の
方
法

で
」
と
い
う
「
連
続
改
善
」
で
あ
る
。

　
「
出
会
い
頭
＝
で
あ
い
・
が
し
ら
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。「
出
会
っ
た
瞬
間
・
出
会
っ

た
と
た
ん
」―

―

と
い
う
意
味
。

　
「
出
会
い
頭
の
事
故
」
と
は
、
交
差
点
で
、

「
違
う
方
向
」
か
ら
の
進
入
で
の
衝
突
事
故
。

ぶ
つ
か
る
の
は
、
自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行

者
な
ど
様
々
。
ま
た
、「
道
路
・
だ
け
」
で
な

く
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
の
通
路
な
ど
で
も
、

発
生
し
て
い
る
。　

　
「
前
方
」
は
見
え
て
も
、「
横
」
か
ら
の
進

入
は
「
見
落
と
し
が
ち
」。「
視
覚
の
死
角
」

が
「
出
会
い
頭
・
事
故
」
の
原
因
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
お
互
い
の
「
一
時
停

止
」
に
よ
る
「
確
認
」
が
必
要
。
そ
れ
ゆ
え
、

マ
ズ
、「
一
時
停
止
の
表
示
」
の
改
善
が
な

さ
れ
た
。

　

だ
が
、「
通
路
の
床
の
表
示
」
は
、
あ
ま
り

目
立
た
な
い
。
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
相
変
わ
ら
ず
、「
出
会
い
頭
の

衝
突
」
や
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」
が
、
発
生
し

て
い
た
。

　

放
っ
て
お
く
と
、
い
つ
か
重
大
事
故
に
も

な
り
か
ね
な
い
。「
改
善
マ
イ
ン
ド
の
な
い

職
場
」
で
は
、

★「
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

★「
一
時
停
止
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

―
―

な
ど
と
い
う
「
呼
び
掛
け
」
や
「
注
意
」

が
為
さ
れ
る
だ
け
。

　

だ
が
、「
改
善
の
盛
ん
な
職
場
」
で
は
、

＊「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
対
策
」
が
為
さ
れ
る
。

　

通
路
の
床
へ
の
「
平
面
表
示
・
だ
け
」
で

ダ
メ
な
ら
、「
立
体
化
」―

―

と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
出
て
く
る
。

　

そ
し
て
、「
一
時
停
止
」の
所
に「
植
木
鉢
」

を
置
く―

―

と
い
う
対
策
が
。

☆

　
「
目
の
前
の
植
木
」
な
ら
ば
、
イ
ヤ
で
も

目
に
入
る
。
よ
っ
て
、
否
応
な
し
に
「
迂
回

せ
ざ
る
」
を
え
な
い
。
お
か
げ
で
、「
衝
突
事

故
」
は
解
消
さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
、

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
」

◎「
コ
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
ソ
レ
」

―
―

と
い
う「
ア
レ
・
コ
レ
・
ソ
レ
」の「
改

善
・
３
段
階
・
発
想
」
だ
。

　

つ
ま
り
、

①
口
頭
注
意
で
ダ
メ
な
ら
、
表
示
・
注
意

②
平
面
表
示
で
ダ
メ
な
ら
、
立
体
・
表
示

―
―

と
い
う
考
え
方
だ
。

　
「
と
り
あ
え
ず
・
や
っ
て
・
み
る
」
か
ら
、

改
善
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

改善前（問題点） 改善後（対策）
（上昇↔下降）のボタンが

横に配置されているので、

戸惑うことがある。

ボタンを縦に配置して

（上↔下）が

直感的にわかるようにした。

緊急時、咄嗟に、作動させる時でも、

（迷う）→（間違える）が、なくなった。

効果

１

２

―
―

と
い
う
「
連
続
改
善
」
を
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
最
初
の
改
善
」
が
う
ま
く

い
く
こ
と
も
あ
る
。「
そ
れ
な
り
の
効
果
」

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
満
足
す
る
必
要
は
な
い
。

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
さ
ら
に
改
善
」

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

―
―

と
「
さ
ら
な
る
改
善
」
を
す
れ
ば
い
い
。

☆

　

こ
の
よ
う
な
「
連
続
改
善
」
に
対
し
て
、

「
最
初
か
ら
、
そ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」

―
―

と
い
う
人
が
出
て
く
る
。

　

自
分
で
は
何
も
せ
ず
に
、「
他
者
の
改
善
」

を
批
評
す
る
だ
け
の
「
社
内
評
論
家
」
の
典

型
的
な
セ
リ
フ
だ
。

　

だ
が
、
我
々
は
、

「
や
っ
て
・
み
な
け
れ
ば
、
わ
か
ら
ナ
イ
」

「
や
っ
て
み
て
、
初
め
て
・
わ
か
る
」

―
―

と
い
う
世
界
に
生
き
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
、「
と
り
あ
え
ず
の
連
続
改
善
」
を

繰
り
返
し
な
が
ら
「
先
読
み
能
力
」
を
鍛
え

て
い
く
の
が「
改
善
的
・
能
力
開
発
」で
あ
る
。
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「
一
回
の
改
善
」
で
、
す
べ
て
、
う
ま
く
い

く
も
の
で
は
な
い
。「
良
か
れ
」―

―
と
思
っ

て
、
や
っ
た
改
善
が
「
裏
目
」
に
出
て
逆
に

「
改
悪
」
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

あ
る
い
は
「
改
悪
」
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、

「
思
っ
た
と
お
り
の
効
果
」
が
、
得
ら
れ
ず

に
落
胆
す
る
こ
と
も
あ
る
。

☆

　

そ
ん
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
い

つ
ま
で
も
、
落
胆
せ
ず
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
改
善
」
に
取
り
組
む
べ
き
だ

ろ
う
。

　
「
消
火
器
」
の
前
に
モ
ノ
を
置
い
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
イ
ザ
と
い

う
時
、
す
ぐ
消
火
器
を
取
り
出
せ
な
い
と
、

「
初
期
消
火
」
で
モ
タ
つ
き
、
手
遅
れ
に
な

る
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
、
壁
に

「
消
火
器
の
前
に
モ
ノ
を
置
か
な
い
で
」

―
―

と
い
う
貼
紙
を
し
た
。
だ
が
、
誰
も
、

守
っ
て
く
れ
な
い
。

　

さ
す
が
に
、「
大
き
な
モ
ノ
」
は
置
か
れ

な
く
な
っ
た
が
、「
台
車
」
な
ど
は
、
平
気
で

置
か
れ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、

「
一
時
的
に
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
ち
ょ
っ
と
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
構
わ
な
い
だ
ろ
う
」―

―

と
い
う
感
覚
な

の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
今
度
は
「
壁
の
注
意
書
」
に
加
え
、

「
床
」
に
も
「
消
火
器
の
前
に
置
か
な
い
こ

と
」―

―

と
、
少
し
強
い
表
現
の
「
注
意
書
」

を
貼
っ
て
み
た
。
し
か
も
、
周
囲
を
「
緑
色
」

の
テ
ー
プ
で
囲
っ
て
み
た
。

　

イ
ヤ
で
も
「
目
立
つ
」
の
で
、
今
度
は
、

誰
も
置
か
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、

◎「
壁
が
ダ
メ
な
ら
、
床
で
」

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
で
」

◎「
目
立
た
な
い
な
ら
、
目
立
つ
化
」

―
―

と
い
う
「
連
続
・
改
善
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
最
初
の
改
善
」
が
ダ
メ

で
も
、
そ
れ
で
諦
め
た
り
、
フ
テ
腐
れ
た
り
、

落
胆
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
壁
の
貼
紙
」
の
「
表
現
や
表

示
方
法
」
を
、
も
っ
と
強
く
目
立
つ
化
す
る

―
―

と
い
う
工
夫
も
あ
る
。

　

だ
が
、「
壁
・
だ
け
」で
な
く「
視
点
・
場
所
」

を
変
え
、「
床
」
に
も
「
貼
っ
て
み
る
」
の
が

も
っ
と
効
果
的
。「
壁
・
だ
け
」よ
り
も
、「
よ

り
・
置
き
・
ニ
ク
化
」
と
い
う
「
心
理
的
な

効
果
」
が
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、「
床
」
の
「
注
意
書
」
に
て
、

問
題
は
解
決
さ
れ
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
、

「
そ
れ
で
も
・
や
は
り
・
ダ
メ
」

―
―

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
場
合
、「
さ
ら
に
改
善
」
を
す
れ
ば

い
い
。「
床
の
注
意
書
」で
も
ダ
メ
な
ら
、「
消

火
器
」
の
前
に
、

◎「
簡
単
な
柵
」
を
設
け
る

◎「
軽
い
フ
レ
ー
ム
」
を
置
く

―
―

な
ど
の
方
法
も
あ
る
。

　
「
注
意
書
」と
い
う「
視
覚
」に
訴
え
る「
置

き
ニ
ク
化
」
で
ダ
メ
な
ら
、
物
理
的
な
「
補

助
具
」
を
使
っ
て
、「
置
け
ナ
イ
化
」
と
い
う

工
夫
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、

☆「
角
度
」
を
変
え
て
の
「
対
策
」

☆「
視
点
」
を
変
え
て
の
「
対
処
」

☆「
方
法
」
を
変
え
て
の
「
対
応
」

―
―

が
、「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
別
の
方
法

で
」
と
い
う
「
連
続
改
善
」
で
あ
る
。

　
「
出
会
い
頭
＝
で
あ
い
・
が
し
ら
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。「
出
会
っ
た
瞬
間
・
出
会
っ

た
と
た
ん
」―

―

と
い
う
意
味
。

　
「
出
会
い
頭
の
事
故
」
と
は
、
交
差
点
で
、

「
違
う
方
向
」
か
ら
の
進
入
で
の
衝
突
事
故
。

ぶ
つ
か
る
の
は
、
自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行

者
な
ど
様
々
。
ま
た
、「
道
路
・
だ
け
」
で
な

く
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
の
通
路
な
ど
で
も
、

発
生
し
て
い
る
。　

　
「
前
方
」
は
見
え
て
も
、「
横
」
か
ら
の
進

入
は
「
見
落
と
し
が
ち
」。「
視
覚
の
死
角
」

が
「
出
会
い
頭
・
事
故
」
の
原
因
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
お
互
い
の
「
一
時
停

止
」
に
よ
る
「
確
認
」
が
必
要
。
そ
れ
ゆ
え
、

マ
ズ
、「
一
時
停
止
の
表
示
」
の
改
善
が
な

さ
れ
た
。

　

だ
が
、「
通
路
の
床
の
表
示
」
は
、
あ
ま
り

目
立
た
な
い
。
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
相
変
わ
ら
ず
、「
出
会
い
頭
の

衝
突
」
や
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」
が
、
発
生
し

て
い
た
。

　

放
っ
て
お
く
と
、
い
つ
か
重
大
事
故
に
も

な
り
か
ね
な
い
。「
改
善
マ
イ
ン
ド
の
な
い

職
場
」
で
は
、

★「
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

★「
一
時
停
止
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

―
―

な
ど
と
い
う
「
呼
び
掛
け
」
や
「
注
意
」

が
為
さ
れ
る
だ
け
。

　

だ
が
、「
改
善
の
盛
ん
な
職
場
」
で
は
、

＊「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
対
策
」
が
為
さ
れ
る
。

　

通
路
の
床
へ
の
「
平
面
表
示
・
だ
け
」
で

ダ
メ
な
ら
、「
立
体
化
」―

―

と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
出
て
く
る
。

　

そ
し
て
、「
一
時
停
止
」の
所
に「
植
木
鉢
」

を
置
く―

―

と
い
う
対
策
が
。

☆

　
「
目
の
前
の
植
木
」
な
ら
ば
、
イ
ヤ
で
も

目
に
入
る
。
よ
っ
て
、
否
応
な
し
に
「
迂
回

せ
ざ
る
」
を
え
な
い
。
お
か
げ
で
、「
衝
突
事

故
」
は
解
消
さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
、

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
」

◎「
コ
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
ソ
レ
」

―
―

と
い
う「
ア
レ
・
コ
レ
・
ソ
レ
」の「
改

善
・
３
段
階
・
発
想
」
だ
。

　

つ
ま
り
、

①
口
頭
注
意
で
ダ
メ
な
ら
、
表
示
・
注
意

②
平
面
表
示
で
ダ
メ
な
ら
、
立
体
・
表
示

―
―

と
い
う
考
え
方
だ
。

　
「
と
り
あ
え
ず
・
や
っ
て
・
み
る
」
か
ら
、

改
善
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

①「壁の貼り紙」の工夫

「表現＆表示方法」を変えてみる

②「壁」から「床」へ

「貼る場所」の「変更＆追加」で

「心理的な置き・ニク化」を図る

③それでもダメなら

「簡単な柵」や「軽フレーム」で

「物理的に置け・ナイ化」を図る

「最初の改善」がダメなら

や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、

　
　
　
　「
別
の
や
り
方
」で

「
壁
」で
ダ
メ
な
ら
、「
床
面
」に

　
　
　
　「
床
」で
ダ
メ
な
ら
、「
立
体
化
」

改善前（問題点） 改善後（対策）
「壁」に、注意喚起の「貼紙」を

したが、あまり効果なく、

「台車」などが置かれていた。

「消火器」の前の「床」に、

「貼紙」をして、周囲を

「緑色」のテープで囲んだ。

「消火器」の前に、モノを置かれることがなくなり、

イザという時、「消火器が使えない不安」を解消できた。

効果

―
―

と
い
う
「
連
続
改
善
」
を
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
最
初
の
改
善
」
が
う
ま
く

い
く
こ
と
も
あ
る
。「
そ
れ
な
り
の
効
果
」

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
満
足
す
る
必
要
は
な
い
。

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
さ
ら
に
改
善
」

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

―
―

と
「
さ
ら
な
る
改
善
」
を
す
れ
ば
い
い
。

☆

　

こ
の
よ
う
な
「
連
続
改
善
」
に
対
し
て
、

「
最
初
か
ら
、
そ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」

―
―

と
い
う
人
が
出
て
く
る
。

　

自
分
で
は
何
も
せ
ず
に
、「
他
者
の
改
善
」

を
批
評
す
る
だ
け
の
「
社
内
評
論
家
」
の
典

型
的
な
セ
リ
フ
だ
。

　

だ
が
、
我
々
は
、

「
や
っ
て
・
み
な
け
れ
ば
、
わ
か
ら
ナ
イ
」

「
や
っ
て
み
て
、
初
め
て
・
わ
か
る
」

―
―

と
い
う
世
界
に
生
き
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
、「
と
り
あ
え
ず
の
連
続
改
善
」
を

繰
り
返
し
な
が
ら
「
先
読
み
能
力
」
を
鍛
え

て
い
く
の
が「
改
善
的
・
能
力
開
発
」で
あ
る
。
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「
一
回
の
改
善
」
で
、
す
べ
て
、
う
ま
く
い

く
も
の
で
は
な
い
。「
良
か
れ
」―

―

と
思
っ

て
、
や
っ
た
改
善
が
「
裏
目
」
に
出
て
逆
に

「
改
悪
」
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

あ
る
い
は
「
改
悪
」
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、

「
思
っ
た
と
お
り
の
効
果
」
が
、
得
ら
れ
ず

に
落
胆
す
る
こ
と
も
あ
る
。

☆

　

そ
ん
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
い

つ
ま
で
も
、
落
胆
せ
ず
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
改
善
」
に
取
り
組
む
べ
き
だ

ろ
う
。

　
「
消
火
器
」
の
前
に
モ
ノ
を
置
い
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
イ
ザ
と
い

う
時
、
す
ぐ
消
火
器
を
取
り
出
せ
な
い
と
、

「
初
期
消
火
」
で
モ
タ
つ
き
、
手
遅
れ
に
な

る
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
、
壁
に

「
消
火
器
の
前
に
モ
ノ
を
置
か
な
い
で
」

―
―

と
い
う
貼
紙
を
し
た
。
だ
が
、
誰
も
、

守
っ
て
く
れ
な
い
。

　

さ
す
が
に
、「
大
き
な
モ
ノ
」
は
置
か
れ

な
く
な
っ
た
が
、「
台
車
」
な
ど
は
、
平
気
で

置
か
れ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、

「
一
時
的
に
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
ち
ょ
っ
と
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
構
わ
な
い
だ
ろ
う
」―

―

と
い
う
感
覚
な

の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
今
度
は
「
壁
の
注
意
書
」
に
加
え
、

「
床
」
に
も
「
消
火
器
の
前
に
置
か
な
い
こ

と
」―

―

と
、
少
し
強
い
表
現
の
「
注
意
書
」

を
貼
っ
て
み
た
。
し
か
も
、
周
囲
を
「
緑
色
」

の
テ
ー
プ
で
囲
っ
て
み
た
。

　

イ
ヤ
で
も
「
目
立
つ
」
の
で
、
今
度
は
、

誰
も
置
か
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、

◎「
壁
が
ダ
メ
な
ら
、
床
で
」

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
で
」

◎「
目
立
た
な
い
な
ら
、
目
立
つ
化
」

―
―

と
い
う
「
連
続
・
改
善
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
最
初
の
改
善
」
が
ダ
メ

で
も
、
そ
れ
で
諦
め
た
り
、
フ
テ
腐
れ
た
り
、

落
胆
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
壁
の
貼
紙
」
の
「
表
現
や
表

示
方
法
」
を
、
も
っ
と
強
く
目
立
つ
化
す
る

―
―

と
い
う
工
夫
も
あ
る
。

　

だ
が
、「
壁
・
だ
け
」で
な
く「
視
点
・
場
所
」

を
変
え
、「
床
」
に
も
「
貼
っ
て
み
る
」
の
が

も
っ
と
効
果
的
。「
壁
・
だ
け
」よ
り
も
、「
よ

り
・
置
き
・
ニ
ク
化
」
と
い
う
「
心
理
的
な

効
果
」
が
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、「
床
」
の
「
注
意
書
」
に
て
、

問
題
は
解
決
さ
れ
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
、

「
そ
れ
で
も
・
や
は
り
・
ダ
メ
」

―
―

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
場
合
、「
さ
ら
に
改
善
」
を
す
れ
ば

い
い
。「
床
の
注
意
書
」で
も
ダ
メ
な
ら
、「
消

火
器
」
の
前
に
、

◎「
簡
単
な
柵
」
を
設
け
る

◎「
軽
い
フ
レ
ー
ム
」
を
置
く

―
―

な
ど
の
方
法
も
あ
る
。

　
「
注
意
書
」と
い
う「
視
覚
」に
訴
え
る「
置

き
ニ
ク
化
」
で
ダ
メ
な
ら
、
物
理
的
な
「
補

助
具
」
を
使
っ
て
、「
置
け
ナ
イ
化
」
と
い
う

工
夫
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、

☆「
角
度
」
を
変
え
て
の
「
対
策
」

☆「
視
点
」
を
変
え
て
の
「
対
処
」

☆「
方
法
」
を
変
え
て
の
「
対
応
」

―
―

が
、「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
別
の
方
法

で
」
と
い
う
「
連
続
改
善
」
で
あ
る
。

　
「
出
会
い
頭
＝
で
あ
い
・
が
し
ら
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。「
出
会
っ
た
瞬
間
・
出
会
っ

た
と
た
ん
」―

―

と
い
う
意
味
。

　
「
出
会
い
頭
の
事
故
」
と
は
、
交
差
点
で
、

「
違
う
方
向
」
か
ら
の
進
入
で
の
衝
突
事
故
。

ぶ
つ
か
る
の
は
、
自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行

者
な
ど
様
々
。
ま
た
、「
道
路
・
だ
け
」
で
な

く
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
の
通
路
な
ど
で
も
、

発
生
し
て
い
る
。　

　
「
前
方
」
は
見
え
て
も
、「
横
」
か
ら
の
進

入
は
「
見
落
と
し
が
ち
」。「
視
覚
の
死
角
」

が
「
出
会
い
頭
・
事
故
」
の
原
因
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
お
互
い
の
「
一
時
停

止
」
に
よ
る
「
確
認
」
が
必
要
。
そ
れ
ゆ
え
、

マ
ズ
、「
一
時
停
止
の
表
示
」
の
改
善
が
な

さ
れ
た
。

　

だ
が
、「
通
路
の
床
の
表
示
」
は
、
あ
ま
り

目
立
た
な
い
。
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
相
変
わ
ら
ず
、「
出
会
い
頭
の

衝
突
」
や
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」
が
、
発
生
し

て
い
た
。

　

放
っ
て
お
く
と
、
い
つ
か
重
大
事
故
に
も

な
り
か
ね
な
い
。「
改
善
マ
イ
ン
ド
の
な
い

職
場
」
で
は
、

★「
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

★「
一
時
停
止
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

―
―

な
ど
と
い
う
「
呼
び
掛
け
」
や
「
注
意
」

が
為
さ
れ
る
だ
け
。

　

だ
が
、「
改
善
の
盛
ん
な
職
場
」
で
は
、

＊「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
対
策
」
が
為
さ
れ
る
。

　

通
路
の
床
へ
の
「
平
面
表
示
・
だ
け
」
で

ダ
メ
な
ら
、「
立
体
化
」―

―

と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
出
て
く
る
。

　

そ
し
て
、「
一
時
停
止
」の
所
に「
植
木
鉢
」

を
置
く―

―

と
い
う
対
策
が
。

☆

　
「
目
の
前
の
植
木
」
な
ら
ば
、
イ
ヤ
で
も

目
に
入
る
。
よ
っ
て
、
否
応
な
し
に
「
迂
回

せ
ざ
る
」
を
え
な
い
。
お
か
げ
で
、「
衝
突
事

故
」
は
解
消
さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
、

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
」

◎「
コ
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
ソ
レ
」

―
―

と
い
う「
ア
レ
・
コ
レ
・
ソ
レ
」の「
改

善
・
３
段
階
・
発
想
」
だ
。

　

つ
ま
り
、

①
口
頭
注
意
で
ダ
メ
な
ら
、
表
示
・
注
意

②
平
面
表
示
で
ダ
メ
な
ら
、
立
体
・
表
示

―
―

と
い
う
考
え
方
だ
。

　
「
と
り
あ
え
ず
・
や
っ
て
・
み
る
」
か
ら
、

改
善
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

「簡単な柵」を設ける

「
立
体
化
」で

「
目
立
つ
化
・
見
落
と
さ
ナ
イ
化
」

―
―

と
い
う
「
連
続
改
善
」
を
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
最
初
の
改
善
」
が
う
ま
く

い
く
こ
と
も
あ
る
。「
そ
れ
な
り
の
効
果
」

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
満
足
す
る
必
要
は
な
い
。

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
さ
ら
に
改
善
」

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

―
―

と
「
さ
ら
な
る
改
善
」
を
す
れ
ば
い
い
。

☆

　

こ
の
よ
う
な
「
連
続
改
善
」
に
対
し
て
、

「
最
初
か
ら
、
そ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」

―
―

と
い
う
人
が
出
て
く
る
。

　

自
分
で
は
何
も
せ
ず
に
、「
他
者
の
改
善
」

を
批
評
す
る
だ
け
の
「
社
内
評
論
家
」
の
典

型
的
な
セ
リ
フ
だ
。

　

だ
が
、
我
々
は
、

「
や
っ
て
・
み
な
け
れ
ば
、
わ
か
ら
ナ
イ
」

「
や
っ
て
み
て
、
初
め
て
・
わ
か
る
」

―
―

と
い
う
世
界
に
生
き
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
、「
と
り
あ
え
ず
の
連
続
改
善
」
を

繰
り
返
し
な
が
ら
「
先
読
み
能
力
」
を
鍛
え

て
い
く
の
が「
改
善
的
・
能
力
開
発
」で
あ
る
。

改善前（問題点） 改善後（対策）
「給湯室から出てくる人」と、

「ぶつかる」ことが多々ある。

「通路の床」に、

「一時停止」を表示した。

「表示・なし」よりはマシだが、

あまり効果がない（見落とし・無視―などのため）。

効果
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改善前（問題点） 改善後（対策）
「給湯室から出てくる人」と、

「ぶつかる」ことが多々ある。

「通路の床」に、

「一時停止」を表示した。

「表示・なし」よりはマシだが、

あまり効果がない（見落とし・無視―などのため）。

効果

　
「
一
回
の
改
善
」
で
、
す
べ
て
、
う
ま
く
い

く
も
の
で
は
な
い
。「
良
か
れ
」―

―

と
思
っ

て
、
や
っ
た
改
善
が
「
裏
目
」
に
出
て
逆
に

「
改
悪
」
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

あ
る
い
は
「
改
悪
」
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、

「
思
っ
た
と
お
り
の
効
果
」
が
、
得
ら
れ
ず

に
落
胆
す
る
こ
と
も
あ
る
。

☆

　

そ
ん
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
い

つ
ま
で
も
、
落
胆
せ
ず
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
改
善
」
に
取
り
組
む
べ
き
だ

ろ
う
。

　
「
消
火
器
」
の
前
に
モ
ノ
を
置
い
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
イ
ザ
と
い

う
時
、
す
ぐ
消
火
器
を
取
り
出
せ
な
い
と
、

「
初
期
消
火
」
で
モ
タ
つ
き
、
手
遅
れ
に
な

る
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
、
壁
に

「
消
火
器
の
前
に
モ
ノ
を
置
か
な
い
で
」

―
―

と
い
う
貼
紙
を
し
た
。
だ
が
、
誰
も
、

守
っ
て
く
れ
な
い
。

　

さ
す
が
に
、「
大
き
な
モ
ノ
」
は
置
か
れ

な
く
な
っ
た
が
、「
台
車
」
な
ど
は
、
平
気
で

置
か
れ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、

「
一
時
的
に
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
ち
ょ
っ
と
置
く
・
だ
け
・
だ
か
ら
」

「
構
わ
な
い
だ
ろ
う
」―

―

と
い
う
感
覚
な

の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
今
度
は
「
壁
の
注
意
書
」
に
加
え
、

「
床
」
に
も
「
消
火
器
の
前
に
置
か
な
い
こ

と
」―

―

と
、
少
し
強
い
表
現
の
「
注
意
書
」

を
貼
っ
て
み
た
。
し
か
も
、
周
囲
を
「
緑
色
」

の
テ
ー
プ
で
囲
っ
て
み
た
。

　

イ
ヤ
で
も
「
目
立
つ
」
の
で
、
今
度
は
、

誰
も
置
か
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、

◎「
壁
が
ダ
メ
な
ら
、
床
で
」

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
で
」

◎「
目
立
た
な
い
な
ら
、
目
立
つ
化
」

―
―

と
い
う
「
連
続
・
改
善
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
最
初
の
改
善
」
が
ダ
メ

で
も
、
そ
れ
で
諦
め
た
り
、
フ
テ
腐
れ
た
り
、

落
胆
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
壁
の
貼
紙
」
の
「
表
現
や
表

示
方
法
」
を
、
も
っ
と
強
く
目
立
つ
化
す
る

―
―

と
い
う
工
夫
も
あ
る
。

　

だ
が
、「
壁
・
だ
け
」で
な
く「
視
点
・
場
所
」

を
変
え
、「
床
」
に
も
「
貼
っ
て
み
る
」
の
が

も
っ
と
効
果
的
。「
壁
・
だ
け
」よ
り
も
、「
よ

り
・
置
き
・
ニ
ク
化
」
と
い
う
「
心
理
的
な

効
果
」
が
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、「
床
」
の
「
注
意
書
」
に
て
、

問
題
は
解
決
さ
れ
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
、

「
そ
れ
で
も
・
や
は
り
・
ダ
メ
」

―
―

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
場
合
、「
さ
ら
に
改
善
」
を
す
れ
ば

い
い
。「
床
の
注
意
書
」で
も
ダ
メ
な
ら
、「
消

火
器
」
の
前
に
、

◎「
簡
単
な
柵
」
を
設
け
る

◎「
軽
い
フ
レ
ー
ム
」
を
置
く

―
―

な
ど
の
方
法
も
あ
る
。

　
「
注
意
書
」と
い
う「
視
覚
」に
訴
え
る「
置

き
ニ
ク
化
」
で
ダ
メ
な
ら
、
物
理
的
な
「
補

助
具
」
を
使
っ
て
、「
置
け
ナ
イ
化
」
と
い
う

工
夫
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、

☆「
角
度
」
を
変
え
て
の
「
対
策
」

☆「
視
点
」
を
変
え
て
の
「
対
処
」

☆「
方
法
」
を
変
え
て
の
「
対
応
」

―
―

が
、「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
別
の
方
法

で
」
と
い
う
「
連
続
改
善
」
で
あ
る
。

　
「
出
会
い
頭
＝
で
あ
い
・
が
し
ら
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。「
出
会
っ
た
瞬
間
・
出
会
っ

た
と
た
ん
」―

―

と
い
う
意
味
。

　
「
出
会
い
頭
の
事
故
」
と
は
、
交
差
点
で
、

「
違
う
方
向
」
か
ら
の
進
入
で
の
衝
突
事
故
。

ぶ
つ
か
る
の
は
、
自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行

者
な
ど
様
々
。
ま
た
、「
道
路
・
だ
け
」
で
な

く
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
の
通
路
な
ど
で
も
、

発
生
し
て
い
る
。　

　
「
前
方
」
は
見
え
て
も
、「
横
」
か
ら
の
進

入
は
「
見
落
と
し
が
ち
」。「
視
覚
の
死
角
」

が
「
出
会
い
頭
・
事
故
」
の
原
因
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
お
互
い
の
「
一
時
停

止
」
に
よ
る
「
確
認
」
が
必
要
。
そ
れ
ゆ
え
、

マ
ズ
、「
一
時
停
止
の
表
示
」
の
改
善
が
な

さ
れ
た
。

　

だ
が
、「
通
路
の
床
の
表
示
」
は
、
あ
ま
り

目
立
た
な
い
。
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
相
変
わ
ら
ず
、「
出
会
い
頭
の

衝
突
」
や
「
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
」
が
、
発
生
し

て
い
た
。

　

放
っ
て
お
く
と
、
い
つ
か
重
大
事
故
に
も

な
り
か
ね
な
い
。「
改
善
マ
イ
ン
ド
の
な
い

職
場
」
で
は
、

★「
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

★「
一
時
停
止
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

―
―

な
ど
と
い
う
「
呼
び
掛
け
」
や
「
注
意
」

が
為
さ
れ
る
だ
け
。

　

だ
が
、「
改
善
の
盛
ん
な
職
場
」
で
は
、

＊「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

―
―

と
「
次
の
対
策
」
が
為
さ
れ
る
。

　

通
路
の
床
へ
の
「
平
面
表
示
・
だ
け
」
で

ダ
メ
な
ら
、「
立
体
化
」―

―

と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
出
て
く
る
。

　

そ
し
て
、「
一
時
停
止
」の
所
に「
植
木
鉢
」

を
置
く―

―

と
い
う
対
策
が
。

☆

　
「
目
の
前
の
植
木
」
な
ら
ば
、
イ
ヤ
で
も

目
に
入
る
。
よ
っ
て
、
否
応
な
し
に
「
迂
回

せ
ざ
る
」
を
え
な
い
。
お
か
げ
で
、「
衝
突
事

故
」
は
解
消
さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
、

◎「
ア
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
コ
レ
」

◎「
コ
レ
が
ダ
メ
な
ら
、
ソ
レ
」

―
―

と
い
う「
ア
レ
・
コ
レ
・
ソ
レ
」の「
改

善
・
３
段
階
・
発
想
」
だ
。

　

つ
ま
り
、

①
口
頭
注
意
で
ダ
メ
な
ら
、
表
示
・
注
意

②
平
面
表
示
で
ダ
メ
な
ら
、
立
体
・
表
示

―
―

と
い
う
考
え
方
だ
。

　
「
と
り
あ
え
ず
・
や
っ
て
・
み
る
」
か
ら
、

改
善
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、

◎「
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

◎「
そ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
ま
た
改
善
」

改善前（問題点） 改善後（対策）
「通路の床」に表示の

「一時停止」が守られず、

「ぶつかる危険性」がある。

「一時停止」のところに

「観葉植物」を置いた。

「植木鉢」を「迂回せざるをえない」ので、

「出会い頭にぶつかる危険」が解消された。

効果

１

２

―
―

と
い
う
「
連
続
改
善
」
を
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
最
初
の
改
善
」
が
う
ま
く

い
く
こ
と
も
あ
る
。「
そ
れ
な
り
の
効
果
」

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
満
足
す
る
必
要
は
な
い
。

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
さ
ら
に
改
善
」

◎「
や
っ
て
良
け
れ
ば
、
も
っ
と
改
善
」

―
―

と
「
さ
ら
な
る
改
善
」
を
す
れ
ば
い
い
。

☆

　

こ
の
よ
う
な
「
連
続
改
善
」
に
対
し
て
、

「
最
初
か
ら
、
そ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」

―
―

と
い
う
人
が
出
て
く
る
。

　

自
分
で
は
何
も
せ
ず
に
、「
他
者
の
改
善
」

を
批
評
す
る
だ
け
の
「
社
内
評
論
家
」
の
典

型
的
な
セ
リ
フ
だ
。

　

だ
が
、
我
々
は
、

「
や
っ
て
・
み
な
け
れ
ば
、
わ
か
ら
ナ
イ
」

「
や
っ
て
み
て
、
初
め
て
・
わ
か
る
」

―
―

と
い
う
世
界
に
生
き
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
、「
と
り
あ
え
ず
の
連
続
改
善
」
を

繰
り
返
し
な
が
ら
「
先
読
み
能
力
」
を
鍛
え

て
い
く
の
が「
改
善
的
・
能
力
開
発
」で
あ
る
。

「立体化」
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